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1．調査の実施状況

１－１実施機関および担当者名

実施機関東京都水産試験場 神崎嘉瑞夫

塩屋照雄

場長

分場長大島分場担当者同

海況・漁況
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〃
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沖合定線調査

実施調査船

船名あずま

調査船要目

トン数

機関の種類

測深機

１－２

１）

船長青沼勇乗組員１８名

速力６２５２トン８．０ノット

ディーゼル（阪神）馬力２５０ｐ８

，８．０型（ＴＢＫ製）馬力２５馬力

ワイヤー１０００ｍ

型式産研ニュースーパークラス９１５００型

ＫＯ２８ＫＯ

記録レンジ（浅）０～１５０１００～２５０

２００～５５０ｍ

（深）Ｏ～５２０４００～９２０

８００～１５２０７７０

記録紙乾式（巾１５c1Wz）

レーダー沖電気製１５００

ロラン 東海電機

Ｂ、Ｔ 鶴見精機

音響測深機

その他

つ

－１－



2） 観llllI定線概要図

４月、２月

１０月

大島～鳥島（』線）１０側点

勝浦ＳＥ線(I線）７測点｝図ｔＩＡ)図
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ｏ三宅島
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Ｉ
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、八丈島
１０３O
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１
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・鳥島
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３３。

３２０

３１。

３０。

１３８cＥｌ３９ｏｌ４０ｏ

図’沖合定線定点図
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５）調査項目

（１）全測点における通常観測

海象水温、塩素量、透明度、水色、波浪、うねり、流向、流速海深

…気象風向、風力、雲量、雲形、天気、気温、気圧一〕■、

生物⑤Ｂ網（０～１５０mm垂直曳）⑬Ａ網（表面水平５分曳き）

特異現象魚群探知機による魚群分布瀬目の目視調査

（２）観測層

０，１０，２０，５０，５０，７５，１００，１５０，２００，５００，

４００，５００，６００ｍ（計１５層）

4）実施概要

公

●

6．１ｕｌ８ 窺知富

１－５地先定線調査

１）実施調査船

１－２の１）に同じ

２）観測定線概要図

トー２線測点数ｉ９１ＨＩｌ点（図１（B）図）

５）調査項目

（１）全測点において通常観測

１－２の５）に同じ

（２）観測層

０．１０．２０．５０．５０．７５１０．０１５０．２００．５００．

４００ｍ（計１１層）

４）実施概要
●.,」』！
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Ｑ

実洞'|点数調査年月日
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標本漁船調査

昭和４２年度以降標本漁船調査は中止

予報資料収集方法

加入電信（テレックス）

なし

その他の資料収集方法

大島漁業用海岸局入電資料

指導船、あずま”職やしお”賦拓南”による調査資料

市場および一般漁船における聞込み調査

島しょ各漁業協同組合と電話連絡および聞込み調査

他県水試発行の漁海況速報、水路部発行資料

漁獲物の魚体調査資料

予報の発表

漁海況速報
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その他の予報の公示の方法

「大島分場だより」に各種調査結果ならびに予報を掲載し、発行（月２回）する。

大島漁業用海岸局より、漁海況調査結果の無線放送を行う５，.

その他新聞等への公表

2）

2．調査研究結果

２－１海洋状態ｃ「海洋状態の推移と特徴

'海洋状態の推移

昭和４５年１１月に発生した冷水域は、昭和４６年４月には、伊豆列島線上にあ

り、このため黒潮流軸は青ヶ島～ペヨネーズ海域まで南下した。５月昇温傾向にあ

った各島定地観測水温は４月に入ると再び降温し、各島とも平年を２℃以上下回っ

た⑥

５月、黒潮流軸は、４月と大差なく青ヶ島～ペヨネーズ間をＥに流去したカミ三

宅島～八丈島間に中心のある冷水域は発達した。このため冬鳥定地観測水温は南部

で急激な降下がみられ、平年に比べ三宅島、八丈島で４℃～新島で５℃、大島で２

℃低目であった。

６月上旬、昨年１１月以降八丈島南側を流去していた黒潮流軸は７ケ月ぶりに八

丈島北側まで北上し、これに伴ない冷水域は列島線の東西に分裂した。６月中旬以

降再び冷水域が伊豆列島線上へ東進してきたが、この勢力は弱く、黒潮は八丈島付

近を流去したため、八丈島定地観測水温は平年並まで回復し、その他の島でも昇温

傾向がみられた。

７月に入ると冷水域は縮少し、中旬には消滅した。黒潮流軸は徐々に北上し、上

旬には八丈島～御蔵島間、下旬には御蔵島付近を流去した。各島定地観測水温は平

年に比べ大島では依然として１℃低目であった爪新島、三宅島では中～下旬にか

けて平年を上廻るようにない八丈島では１～２℃高目であった。

８月遠州灘沖に小冷水域が発生した力、勢力は弱く島しょ海域への影響は全くな

かった。黒潮流軸は７月下旬と大きな変化はなく三宅島～御蔵島近海をＮＥ～Ｅに

』流去し、各島定地観測水温は１℃内外平年を上廻った゜

９月に入ると遠州灘沖冷水域はや＞発達しながら東に移動してきた。このため黒

潮流軸はこの冷水域を迂回し、八丈島西沖より北よりに向きを変え、三宅島付近を

Ｎ～ＮＥに流去した。島しょ海域は黒潮に覆われていたため高水温を持続し、各島

定地観測水温も平年並ないしゃ＞高目で経過した。

１０月上旬遠州灘沖冷水域は伊豆諸島東側まで広がり、黒潮流軸は八丈島付近を

、に流去後、列島線東側を北上するようになった。その後冷水域は漸次東進し、下

旬には中心が列島線付近にまで達した。このため黒潮は八丈島南を迂回後、列島線
－５－

､、

●

■

●



はるか東沖を北上した。各島定地観測水温も冷水域の東進にともない降温し、下旬

には、[大島新島で１℃前後、三宅島、八丈島で２℃平年を下廻った｡

１１月に入ると冷水域は弱まり北に偏って分布したため、黒潮流軸はや▲北上し、

八丈島北側をＥ～ＮＥに流去した。このため八丈島定地観測水温は平年並に回復し

たが、三宅島以北の各島では冷水域に覆われたままであり平年に比べ２℃前後低目

であった。

１２月に入ると冷水域は、ますます弱まり、下旬には遠州灘沖まで後退した。こ

れに伴ない黒潮流軸は１１月に比べ更に北上し、下旬には三宅島～御蔵島近海を流
去するようになった。このため島しょ海域は黒潮の影響を受け、各島定地観測水温

．．‘ｉ゛

も昇温を続け、下旬には三宅島以北各島とも平年並まで回復Ⅲした。

１月上旬遠洲灘沖冷水域はや＞拡大し、その東端は銭洲海域にまで及んだ。これ

仁伴ない黒潮流軸も遠洲灘沖で南下離岸したが列島線上における流軸位置はほとん

～ど変化なく、三宅島～御蔵島付近を流去した．島しょ海域は黒潮に覆われていたた

゛め、高水温が持続し、定地織Ｉ側水温は各島とも１～２℃平年より高目であった。

臣２月は１月とほぼ同様の海況状況であり、黒潮流軸は遠洲灘沖で冷水域を迂回後

石廊崎沖よりＮ、～ＮＮＥに向きを変え三宅島近海を流去した。定地観測水温は高

目が続き、大島でほ蟹平年並のほかは１～２℃平年を上廻った゜

６月上中旬は２月と大差なく経過した力丸下旬に入り､冷水域は遠洲灘）中から列島

〆線西側に張り出し始め、黒潮流軸は冷水域の外側を迂回し-，八丈島西側から北上

して、三宅島～御蔵島艫近海を流去した。島しょ海域は依然黒潮流域下にあり、各島

定地観測水温は平年よりや》高目に経過した。
、－，:了.､．

!'寺徴詐
勾．葛トレ．

以上のような海洋状態の推移からみて、本年の特徴として次!､様な事が挙げられ
る。…

(1)本年も春季には昭和４５年と同様冷水域に覆わオム島しょ海域は低温と友っだ。

:､また冷水域は７月中旬消滅した力くこの消滅時期は昭和４５年より約１ケ月遅れで

振った。～

(2)８月に入ると再び冷水域が遠洲灘沖に発生し、１０～１１月には伊豆列島線上ま
げやニィ

ーで東進した。このため島しょ海域水温は、夏季には平年並なし､Ｌ高目、秋季には低
・↑6...0・

一目に経過した．この虫うに夏季Iこ発生し、秋季に消滅した冷水域は昭和４２年以来

である。

(3)１２月以降遠洲灘沖には依然冷水域が存在した力ヘその勢力は弱く、島しょ海

域にはほとんど影響を及ぼさを力ilwq､蕊。このため冬季における水温は平年に比べ高
,--J-1..-1-,Ｒ､６，=

：目であった。…ポーアＭ;ト
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１）沖合定線調査
ヅい：ｈ

（１）４月上旬調査,トーヅーー
黒潮本流は青ヶ島～ペヨネーズ間を流去し、この海域では５Ｋｔの速い海流がみ

↑'〆' ｆｒ．…

られた。また青ヶ島南沖(こはＳＳＷ～ＮＮＥＩこ潮巨があ!〕、この潮目の南北で急激
な温度変化がみられた。

へＯ祁層水温は大島近海が１４℃前後で、南下と共に昇温し、八丈島南では１８℃
ｊ

＝台に達した。しカルそれ以南では降温し、潮目のｺﾞﾋ側では１６．６℃であった。潮目
１－－．｜

の南側は２０５℃であり､､それ以南では１８～１９℃台であった。１００，層では

大島～八丈島間で１５～１４℃台、潮目のｺﾞﾋ側で１２℃台、ペヨネーズ以南で１８

℃台であった。２００ｍ層もほぎ同様の傾向であり、青ヶ島以南海域で１０～１５

℃台、ペヨネーズ近海で１５℃台、それ以南で１７℃台であった。
0'0=h■,１０_巳_ﾛ-

（２）１０月中旬観測「．…
｜今．､l－ｂＩ11

黒潮流軸は勝浦ＳＩＭ００浬付近にあり、調査海域においては、～Ｎ、／Ｋｔの海

流がみられた。

水温分布は０，層では北部のＳｔ．Ｏ,。及び南部のＳｔｂＯ２ｏ、０２，で１４℃台の

高温を示す一五ｓｂ､0,9では２１．９℃の最低水温を示した。１００ｍ～５００

，層では冷水はやﾕｺﾞﾋに移動し、８ｶ．０，３で最低水温（１００沈層１５℃台、２

００加層１１℃台）を示し、北部では１００，層１７～２０℃台、２００ｍ層１２

℃台、南部では１００沈層２１～２２℃台、２００，層１６～１７℃台であった。

（３）２月上～中旬観測

調査線上において、黒潮流軸は御蔵島～八丈島間を流去していた。

、加層水温は大島～三宅島海域で１６～１７℃台、御蔵島以南海域で１８～１９

℃台であり、１００加層もほ蟹同様であり、大島～三宅島海域では１４石台と低か

ったカミ御蔵島以南海域では１８～１９℃台であった。２００，層では、大島～御

蔵島海域で１５～１５℃台、それ以南海域で１７～１８℃台と各層とも安定した水

温分布であった。

２）地先定線調査

（１）４月中旬観測、Ｉ
黒潮流軸は八丈島の南方を迂回しており、調査海域は冷水域に覆われていた。海

．▼トル

流は列島線西個ﾘおよび房総近海でＮＥ～ＮＮＥ／1.0～1.5Ｋｔがみられたのみで

あった。

水温分布は０ｍ層では三宅島北東沖および新黒瀬海域で１６℃台のほかは１４～

１５℃台であり、５０ｍ層では房総近海で１２℃台、新黒瀬海域で１５℃台のほかは

１５～１４℃台であった。１００，層では三宅島東沖に１１℃の低水温の張出しが

みられその他の海域はほ川２～１３℃台であった。
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（２）５月中旬観測

黒潮は八丈島南方を大きく迂回しており、調査海域は依然冷水域に覆われたまま

であり、海流は御蔵島以南海域でＮＷ～ＷＮＷ／１Ｋ切逆潮､ゴヒ部海域でＮ、～Ｈ

ＮＥ／1.0～1.5砥の真潮ほか、潮目も複雑であった。

水温分布はＯ～５０，層では西から東に順次高い分布傾向にあるが、新黒瀬付近

では冷水域の影響で低く、０，層では列島線西側および新黒瀬海域で１５～１６℃

台も列島線東側で１９℃台、５０７１０層ではそれぞれ１５～１４℃台､１７℃台であ

った｡１００ｍ層では大島および伊豆半島近海で１２℃台のほかは全域１６～１７

℃台であった。

（３）６月上旬観測

：調査海域においては依然として黒潮本流の流去は認みられたいが、その勢力は弱

まっており三宅島以南海域から房総沖にかけてＮⅡ方向に1Ｋtの海流がみられた。

また大島～伊豆半島間海域ではＳＳＷ／1.5～２０Ｋtの逆潮がみられた。

０ｍ層水温は、伊豆半島沿岸で１６～１７℃台と低く、三宅島以南海域および房

総近海で２１℃台ど高かつた。５Ｍ層､､１０Ｍ層水温は共に概ね西から東へ漸

次高温となっており、５０ｍ層で１５～１９℃台､１００加層で１２～１６℃台で
,！（･

’いあった。

（４）７月中旬観測

ｆ黒潮本流は三宅島～八丈島間をＥ～ＥＳＥに流去しており、列島線西側および三

宅島以南海域ではＥ～ＳＥ／2～5Ｋtの強い海流がみられた。この他、北部海域では、

ＮＥ～ｍＮＥ／1～2Ktの海域がみられ、大室出しでは多くの潮目が観測された。

０ｍ層水温は大島近海が１８～２０℃台と低いのに対し、三宅島以南海域では２
'６

５ヘグ２７℃と高く、また新島東海域(こは２１℃台の低水温が分布した。５０混層１

００，層は共に北から南に高温水域となり、５０，層で１４～２４℃台、１００〃

'い～層で１２～２１℃台の水温であった。m

（５）８月上旬観測

黒潮本流軸は三宅島～御蔵島間にあいその勢力は大島近海にまでおよんだ。海

流は列島線東側海域でＮＥ／5.5Ｋｔと速く、大室出し東沖で観測された顕著な潮目

の南側では特に速かつた。

…０，層水温分布は、伊豆半島～大島近海が２４～２５℃台と低く、列島線東側で、

２７～２８℃と高かった｡５０，層、１００，層では西から東に漸次高温水域が分

～布したカミ５０加層１５～２８℃台１００加層１５～２５℃台と東西の水温差は

～.激しかった。’

一(6)９月上～中旬観測

黒潮本流は三宅島～八丈島間をＨＮＥ～Ｅに流去しており、三宅島～御蔵島周辺
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：海域ではＥＮＥ～ＥＳＥ／２～５Ｋtの海流がみられた。北部海域は潮目が多く海流

も複雑であった。

０，層水温は房総近海で２５．５℃と低かったほかは、ほＮ２５～２６℃台であつ

・た。；八５０沈層では三宅島近海に西方より２５～２６℃台の高温水域が張出し、一部

は大島近海にまでおよんだ。水温分布は房総近海で２１℃台のほかは全域２５℃以

上であった。１００冗層では三宅島近海に南西より暖水の張出しがみられ、この海

域で２４℃台と高く▽大島近海で１５℃台と低かった。

(7)１０月下旬観測

調査海域には黒潮本流は見られず、海流は流速1.0Ｋも前後と弱く、流向は南部海

域でＮ～ＮＮＥ、北部海域でＳ～Ｗと複雑であった。

水温分布は０ｍ届では新島付近に２０℃台の低水温域の存在したほかは、ほ目全

域２１～２２℃台であり、５０ｍ層では列島線の西側で１９～２０℃台､東側で２

１～２２℃台で売ったｏｌＯＯ加層では銭洲方向より三宅島～御蔵島海域に冷水の

張出しがあり、神津島南では１１℃台と低く、北部海域および新黒瀬海域で１８～

１９℃台と高かった。

(8)１１月中旬観測

調査海域では依然として黒潮は認められず、海流も列島線西側海域では逆潮など

全体に流向は複雑で流速も弱く１Ｋt前後であった。

０，層水温は１８～２１℃台で西で低く東で高くなっていたが、５０，層では新

島周辺海域で１６～１７℃台と低く、大室出し及びその東側海域で２０℃台と高か

った。１００加層水温は冷水域の影響により、南部で低い傾向にあり、三宅島～新

島周辺海域で１１～１２℃台、伊豆半島沿岸で１８℃台であった。

(9)１２月上旬観測

黒潮本流は列島線上で若干北上した模様で、御蔵島南１０浬付近では、Ｅ／４Kｔ

の海流が観測された。このほか三宅島周辺ではＢ～ＥＳＥ／1～５Ｋt、大島～新島

’近海ではＮＷ～ＷＮＷ／1Ｋt前後の海流がみられた。

０ｍ層水温ﾙｺﾞ、新島付近に１６℃台の東西に伸びる弱い冷水域があ()、北側で１

７～１８℃台、南側では漸次高温となり、新黒潮海域では２２℃であった０５０，

層水温も同様な傾向であり、新島周辺で１５～１６℃台、大島近海で１７℃台新

黒瀬海域で２１℃台であった。１００，層では御蔵島東に高温水域があり、この海

域で１８～２０℃台と高く、新島以北および神津島南海域で１５～１４℃台と低か

った。

００１月上旬観測

黒潮本流は御蔵島～八丈島間をＮｍに流去しており、表層では若干北に偏してい

た。調査海域では全域でＮ～回方向に１～２Ｋtの海流がみられた。
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Ｏ加層水温は伊豆半島沿岸で１６～１７℃台と低かったほかは１８～２０℃台で

あI〕、列島線東側で高かった。５０ｍ風１００，層では神津島南に冷水域の張出

だ)パしがみられ､６０ｍ層１６．５℃、１００ｍ層１４．９℃であったほか、両層とも大島

～伊豆半島近海で１６～１７℃台、列島線東側および神津島北の高瀬付近で、１９

～２０℃台と高目であった。

⑪２月下旬～５月上旬観測

黒潮本流は三宅島、御蔵島間をＥ／２５～５５Ｋもで流去しており、調査海域では

全域にわたり、ほ冨東へ向う海流がみられた。

…ｏ～１００，層水温は概ね南で高く、北で低い分布傾向であり、０，層では北部.Ｌ0.

で１５℃台、南部で１９℃台、５０ｍ層、１００，層では北部で１４℃台～南部で

１９℃台であった。

⑫５月下旬観測

黒潮流軸は三宅島～御蔵島近海をＮｍに流去しており、列島線東側海域でＮＥ～

Ｅ／1.0～1.8Ｋt、大島～三宅島海域でＮＮＥ／1.5Ｋt、列島線西側海域ではＮに

向う海流がみられた。

水温分布はＯ加層では北部沿岸域で１５～１６℃台､,三宅島以南海域で１９～２

０℃台、５０加層では北部海域で１４℃台、三宅島南～東海域で１９～２０℃台、

１００ｍ層では新島以北海域で１５～１４℃台、三宅島南～東海域で１７～１９℃

台､であった。

5）プランクトン出現状況

（１）③Ｂネット

沖合ならびに地先定線調査において⑬Ｂネットにより採集した延２５０測点のプ

ランクトン出現状況は別表に示すとおりである。

出現状況の表示には下記に基づく「ｏＲ注」を用いた。

…７０％＜～：（ＯＯｃｉ）、４５％＜～≦７０％：（００）、５０％＜～≦４５％Ｉ゛,、ｆ

：（O)、１５％＜～≦５０％：Ｇ－)、８％＜～≦１５％：（７）、２％＜～≦８％：（γ

γ)、２％:≧～：（γγγ）。

◎沖合定線調査

４月α線）：

御蔵島、八丈島間の８ｔ､０２８でサル'〈類（ＳａｌｐａｎｕＳユｆｏｒｍｉｓ）が（０

００）と卓越し、またａｔ、０３２で夜光虫が僥脚類とともに（O)を示した以外は、

僥脚類が（ＣＯ）以上の出現を示して卓越した。なかでも調査海域の中部でｏ、

Ｆｉｎｍａｒｃｈｉｃｕｓが、また北部および南部海域ではＰａｒａｃａｌａｎｕｓｐａｒｖｕａ

Ｔ～がそれぞれ多産傾向を示した。

、
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１０月（エ線）

各測点とも椀脚類が卓越し、７測点中（０００）を示したのが４側点、（00）

を示したのが５測点であった。そのうちＳｔ、０，７で０．.Ｆｉｎｍａｒｃｈｉｏｕｓが

（ｏ）を示した以外は特に卓越した種類はなかったが、その中でほ賀全域に比較

、的多く出現した種類は上記以外にＯｍｃｈａｅａｖｅｎｕｓｔａ６ｐａｒａｃａ１ａｎｕｓ

ＰａｒＹｕａ・Ｅｕｃｈａｉｇｔａｍａｒｉｎａであった。

２月（』線）

Ｂｔ６０３４で皮ノウ類（主にウミタル類）が（０００）と卓越したほかは梼脚

類が卓越し、ＳｔｏＯ２，～020の５測点で（ＣＯＯ）とその傾向は北部ほど強

かった。このうちＳｔ、０２５と０２０の２測点でＰａｒａｏａ１ａｎｕｓｐａｒｖｕｓが

〕（００）を示した以外、特に卓越した種類はなく、０．Ｆｉｎｍａｒｏｈｉｏｕｓの出現

ｒも少なく北部でわずかにみられた程度であった。

◎地先定線調査

一部のiHl点を除き、全体としては例年どおり椀脚類が卓越し、延２２５iH11点のう

Ｔち６５％にあたる１４Ｍ１１１点で（０００）を示したほか、（００）を示した７１測

点を含めると９５％、さらに（Ｏ）を示した８測点を加えると全体の９８％を占め

～たび特に１１月、１２月には全観測点で（ＣＯＯ）を示した。出現種は全体として

「みると、９月にＯｎｃｈａｅａｖｅｎｕｓｔａが卓越傾向を示したほかlまo６Ｆｉｎｍａｒ

ｃｈｉｃｕｓ（ＯＨｅｌｇＬ１ａｎｄｉｃｕｓＴｙｐｅを含む）とＰａｒａＯａｌａｎｕｓｐａｒ

ｖｕＢが量的に卓越傾向を示した。

矢虫類はほ宮周年にわたって出現したが、出現率は低く昨年度の半分(近くの２０

測点で（＋）を示したにすぎなかった。

皮ノウ類は４～６月および１～５月にかげて２測点で（０００）および（Ｏ）を

示したほか１７測点で（+)iを示した●それらはサルパ類、ウミタル類や尾虫類が

それぞれ大半を占めた傾向で出現した。

夜光虫は６月２in11点で（００）および（Ｏ）を示したほか、７月を除く４～８月

および５月の各月にそれぞれ１iH'Ｉ点づつ（＋）を示し、その大部分はＯｏｓｃｉｎＪｄ

ｉｓｏｕＢＳｐｐであった。

､昨年魔（＋）以上の出現はみられなかった硅藻類は、４～７月|こかけて１測点で

（ＣＯ）、７IHlI:点で（。）､１５測点で（＋）を示した。

以上のほかで（＋）以上の出現を示したものは枝角類のみで２１測点で（＋）を示

した。

なお平均の湿重量および沈澱量は春季に多く、年間の平均では湿重量は昨年度と

全く同じで０１８輪、沈澱量も昨年度にほ蟹近い０８５c蹄であった。
(2)鞭ネット
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◎沖合定線調査

４月（』線）：

僥脚類はｓｔ・calで(Ｃｏｏ）と卓越し、またｓｔ、023、o26でそれぞれ

（ｏ）、（００）を示した。

８ｔ．ｏ３２では放散虫類カミまたｓｔ・o27ではオキアミ類がそれぞれ（ＣＯ

Ｏ）と卓越し、後者は８ｔ、033でも（ｏ）を示した。

次に皮ノウ類が８ｔ．ｏ2`、Ｃｓ０，０３`の５測点で（ＣＯ）を示したほか定点

｣，二以外の鳥島ＮＥでは夜光虫爪またＳＷ側では皮ノウ類（ウミタル類）がそれぞ

ず１Ａれ（ＣＯ）を占めた。

１０月（エ線）～

しＳｔ．Ｏ,うではユメエピが（Ｏ）を示し、Ｓｔ・ＯＬ｡～０，０の４測点ではいず

れも僥脚類が（ＣＯ）と卓越し矢虫類が（＋）であった。８ｔ、020と０２１では

アミ類が（ｏ）、オキアミ類がそれぞれ（Ｏ）および（＋）であった。

２月（エ線)－７

榛脚類が８ｔ.。z,～027の５測点で（０００).、（００）を示し、８ｔ･Ｏ２８

－ｏ３ｏｃＤ５測点で（Ｏ）であった。８ｔ、03,以南で１ｶ脚類は少なく、ウミタ

ル類が２測点（８ｶ．０３，，０５`）で（０００）を占め、残Ｕ２側点はカニ類の幼

生が（０００）および（Ｏ）を示した。そのほか（Ｏ）の出現を示したのがオキ

アミ類２測点（Ｓｔ、０２５，０３､）皮ノウ類１測点（ＳｔＯＳ｡）腹足類１測点（Ｓ

ｔｏ２７）であった。

◎地先定線調査

全体としては⑧Ｂネットの場合と同様脚類の出現が多く、（０００）を示し

・たもの５４測点､』（ＣＯ）を示したもの４５測点で、両者を合わせると７９測点

で全体の約５５％にあたる。そのほか６２測点で（Ｏ）を示した。次に夜光虫が

４～８月および５月に５測点で（ＯＯＯＩ）、１２測点で（ＣＯ）、７ijill点で（Ｏ）

を示した。＿

皮ノウ類は２測点（６，７月）で（０００）～（６月はヴミタル類）８測点で

（００）、１２測点で（０）を示した。ハト；罰ネル引

硅藻類は４～７月にかけて主に北部海域のろ測点で（ＣＯＣ|)１，６測点で（０

０）、，測点で（ｏ）を占めた。矢虫類は（ＣＯＯ）を示したのはなく、（ＣＯ）

'十の出現も１測点（１月）のみであったが、１５iHll点で（Ｏ）を示した。：

またユメエピが，～１１月および１月の各月で５測点で（ＣＯＯ）、５測点で

嗽il〈（００），測点で（Ｏ）を示し、枝角類が６～８月にかけて（０００）MHU点(７

月）初め８脚|点で（００）５測点で（o）を示した。ｗiいへ

そのほか（Ｏ）以上の出現を示したものは、放散虫類（有孔虫類を含む)､が５
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～８月にｶｴ(ﾅて（０００）１測点（７月）のほか２測点で（００）５測点で（Ｏ）

を示し、オキアミ類が４ｉＨＩＩ点で（００）５illI点で（0:）を示した。またクラゲ類

のうち‐ヒトツクラゲ類が４，６，５月に２測点で（Ｃ:Ｏ）、6測点で（Ｏ）を／

示し、９月には腹足類が１測点（ＳｔＴｓ）で（ｄｏ）の出現を示した。

４），仇稚仔出現状況

（１）鱈)Ｂネット

ａ←魚類卵

魚卵は総数４６９７粒と例年に比べ２，０００～5,000粒多く出現した。出現

状況は２～５月に多く、この２ケ月で全体の８１％に当渇５，７９５粒が出現した。

このほか春季仁や＞多くみられた。

このうち穆名の明らかなもの}よウルメイワツ卵:１召粒さマイワシ卵５５粒６，

カタクチイワシ卵１０２粒、キユウリエソ卵７７;縦へダカイワシ目卵８粒、無

足目卵５粒、サバ型卵を含むサバ卵４，２２２粒であるた６～窪

マイワシ卵は５，２，５月に伊豆半島近海方Eど北部,海域で、カタクチイワシ卵

Ｉ土４己６～８，２，３月に北部沿岸域を中心に、キユウリエソ卵は４～８，１２

～５月に伊豆半島～新島近海など北部海域で出現した。サバ型卵を含むサバ卵は

４～７，２，５月に御蔵島南、新島西側、三宅島東側海域を中心に広い範閉に分

布した。、

ｂ・稚魚８Ｌ庁

稚魚は総数４５１尾が出現した｡~Bﾋﾄ現状況は５月に多くＳこのほか夏季にもや

や多くみられた。～“ﾊｰﾝﾋﾞﾑｰｰ

このうち種名のlj)]らかを毛のは、１８種１１４尾でありざ主なものの出現状

況はマイワシが１２，５月に伊豆半島近海で５尾もカタクチイワシが４，６～８，

１２，５月に三宅島以南海域などで４１尾、ハダカイワシ亜目が５，７～１０．

１，５月に新島周辺海域を中心に５６尾、サバが４～6,8月に北部海域を中心

に１１尾L出現した。このほかウルメイワシが７，１０月に５尾、サンマが２月に、

フジ類が８月に、ブリが５月に、タカペが１０月に各１尾みられた。

ｃ・イカ類卵、稚仔

イカ卵は4～７，５月に北部海域を中心に１００粒出現し、稚仔は４～８，１

０，１１，５月に５９尾が広範囲の海域に出現した。

ｄ･その他

（２）嘘ネット

ａ・魚類，！'ト

ー、総数８２，８１１粒と本調査始まって以来最も多く、出現の最少であった昨年度

に比べ６５，０００粒、例年に比べても２０，０００～４０，０００粒多かった。これ
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は２，５月にサバ卵が多量に出現したほか、マイワシ卵も多かったためである。

これらのうち種名の明らかなものは１５種７６，８７９粒であり、その出現状況

は次のとおりである。

ａ）ウルメイワシ卵。’

４，５，２，５月の春季に１５１粒出現し、伊豆半島～新島海域(こおいてほ

とんどが出現した。い〉i；￣

ｂ）マイワシ卵

４～８，１～５月に１，５４５粒出現した。特に５月にはＭ９０粒と多量に

出現し、例年のる０粒前後に比べ本年は約２０倍の増加である。出現海域は伊

豆半島～新島周辺海域など北部海域が中心であった。

ｏ）カタクチイワシ卵

４，６～８，３月に４８１粒出現した。春季に多くみられ、出現海域は伊豆

半島近海をはじめ北部海域が中心であった。

ｄ）キユウリエソ卵、

４，５，７，１～５月で８０粒出現し、うち５０粒が５月に出現し、出現海

域は大島～利島周辺海域であった。

ｅ）ハダカイワツ卵

４，８，１０～１２，２，５月に５９粒が、北部沿岸海域を中心に出現した。

ｆ）無足目卵

す１１，－１２月を除く周年にわたって５６粒出現した。冬季仁や》多く出現し、

調査海域のほ蟹全域でみられたが、列島線東側海域でやbL多い傾向にあった。

ｇ）サバ卵（サバ型卵を含む）､～

４～７，および２，５月に総卵数の９０％に当る７４，６９６粒が出現した。

丁過去における多い年でも約５万粒であり、本年はこれに比べて２５倍と驚異的

な出現であった。これは２，５月合せてはＺＯＯ０粒、５月に１ス０００粒と

１万粒以上出現した月が５ケ月もあったためである。

出現状況は、４，５月には御蔵島南を中心に南部海域に多かったが、６，７

月には北部海域(こ多く、特に大室出し近海で多くみられた。２，５月には神津

ｲｰ島北側の高瀬海域も利島近海のほか三宅島東沖などで多量に出現した。

ｈ）その他…に、～いく

エソ科卵は８～１１月に北部海域で１５粒、サンマ卵が２１月に神津島北側海

域において１粒、サヨリトピウオ卵は８，９月に南部海域において８粒も:ノトピ

ウオ科卵が５月に御蔵島南において１粒、その他のダツ目卵が４，１２，２月

に北西部海域において６粒、フリソデウオ属卵が６，９月に新島～伊豆半島海

域において２粒出現したｂ～ず、…ハト
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b・~卜稚魚へ￣

：総w出現尾数は５，６９２尾と昨年度より約，００尾多く､Ⅲま宙例年どおりでzlRっ

た゜１１，２月がそれぞれ５００尾以上出現したほか、秋～冬季に多くみられた。

〆これらのうち種名の明らかなものは､;６４種５，２８１尾であり、その出現)|犬1兄

は次のとおりである。パーＩ－

ａ〕マイワシ」令“ﾍﾒﾆ

４．５．１０～５月に４８尾出現し、うち２５尾が１１月に出現した。出現海

域は新島～伊豆半島海域を中心とした島回り海域であった:ご魚体は全長6,8～

LJh(２２２鯛の範囲におり、冬季は小さくざ秋季は大きい傾向がみられた。

ｂ）カタクチイワシー

ナ：’周年にわたって５１９尾が出現した。例年に比べ半分程度と少なかったカエ

れは春季に少なかったためである。調査海域全域から出現したが､し秋季には伊

豆半島沿岸、春季には三宅島東側海域で多くみられた。また４月沖合調査の八

丈島ｺﾞﾋ側海域で４０尾出現した。全長範囲は４．２～２８．５脚Iizであり、春～夏季

には小さく、秋～冬季に大きい傾向がみられた。．～

ｏ）ネズミギズ

８～１２月に５６５尾出現し、うち２５８尾は９月にみられた。出現時姐

ｆ出現量ともほ要例年どおりである。調査海域の全域(こおいて出現したが、特に

列島線西側海或で多くみられまた、出現初'期には北部で多くみられた。全長

範囲５．９～４５．５１１１１mであい１０月に大型稚魚が多くみられた。

ｄ）サンマ・

４～６，１１～５月に８６０尾出現し、うち８５％に当る７１７尾が１～５

月に出現した。ほSF調査海域の全域から出現したが、列島線東側海域で多く、

■また沖合i調査では八丈島～青ヶ島海域で多量に出現した。全長範囲は５７～８

４．２加加で:ありＬ４～６月には１０～２０加況の仔魚が多く、１１～５月は前期稚

ﾄﾞﾙ:魚から大型稚魚まで広く出現した。

Ｃ）トビウオ類～

サヨリトピウオ１５尾、ホソアオトピ５尾、イダテントピ１尾､：ツクシトピ

ウオ２尾､ヂダルマトピ１尾、ハゴロモトビウオ３尾、トビウオ１尾、ハマトピ

ウオ属２尾を含むトビウオ類４０尾カミ６～９月および４月、２月沖合調査で

出現した。出現海域はほ蜜全域にわたったが、南部でや些多い傾向にあった。

全長範囲はサヨリトピウオが6.6～２１．５，１２イトピウオ科が5.8～４１．７１W〃で
,～.!パ．

あ:っﾌﾟて゜」

ｆ）サギフエ

４６１０～５月に５５５尾出現し、うち１８０尾が１月に出現した。調査海
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域のほぎ全域でみられたカミ新島周辺海域など中部海域で多くみられた。全長

範囲は５２～２３．９１mimであるが、７～１５，１mの仔魚が多数を占めた。

ｇ）サバ

４～７，５月に１５尾出現した。出現海域は御蔵島南側など南部海域で多数

を占い沖合調査では八丈近海で４尾中５尾がみられた。全長範囲は５．０～４

Z６，mmであり、ほとんどは１OmwIz以下の仔魚であったが､４月調査では御蔵島

、近海で４６.；４７〃1mの大型稚魚２尾がみられた。

ｈ）ァジ類

４～内,:１２～５月に２５尾が出現した。広範な海域から出現したが、御蔵

島東海域でや出多くみらハまた沖合調査では八丈島周辺海域で４尾みられた。

全長範囲は４５～２Ｚ１１ｉｗ１ｚであり、１０〃１m以下の仔魚が多くみられた。なお、

２Ｚ１１１ｗｉｚの大型稚魚は８月ＳｔＴｪ`てみられオキアジと思われる。

ｉ）プリ類１

プリ５１尾､Jカンパチ８尾、ヒラマサ２尾がみられた。

ブリは４～６，５月に出現し、うち１８尾は５月にみられた。出現海域は離

島周辺海域、列島線東側海域などであり、大島～伊豆半島海域ではみられたか

〕づた。全長範囲は６．９～２６．７ｍUであり、１０１mm前後の仔魚が多くみられた。

｜ノカンパチは５，６，８，９月に出現した。出現海域は北部海域に限られ新島

以南海域では全く出現しなかった。全長範囲は６．９～１５．８m"であった。

ヒラマサは７，１０月に大島近海および御蔵島東海域で各１尾出現した。全

長は６．０～’７加加であった。

ｊ）タカペ

ヘ，１０～１月に５８５尾うち１０，１１月で５４９尾出現した力Xこれは昨年

｛に比べ６倍の出現量であり、例年に比べても多かった。調査海域のほ質全域で

出現した瓜伊豆半島～大島海域を中心とした北部海域では多量に出現した。

全長範囲は５．０～４４．７１lwmであり、１月ＳｔＴ６で出現した大型稚魚１尾（４

４７１m加）のほかはすべて２oz､１m以下であり、１０ｍ凧未満の仔魚が多数を占めた。

ｋ）その他の稚魚

前述以外の多出現魚種の出現状況は次のとおりである。

オキエソは７～１１，１，２月に２９尾が広範を水域で出現し､全長は１５．

７～４ＺＯｎｚ"であった。

ハダカイワシ類は６，７，１２月を除く周年にわたり８８尾が､J御蔵島の南

～東海域を中心に８８尾出現した。全長は５．５～８４０１m〃で、南部ほど大型稚

魚が多い傾向にあった。

ボラは１０～１２月に５１尾が北部海域を中心に広い海域で出現した。全長
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｝土６唇７～２４６７廊加でおlLIO耐卯以下のf仔魚が多くみられた｡＝

メジナは４，５，１１，１～５月に５７(尾が伊罎豆:半'島～離島周海域などで列

島線西側纐或を中心に出現し、全長は５１～２２．５ｍzであった。

テンジクイサギ（イズスミを含む）は７～１１月に２０尾出現し、主に伊豆

半島沿岸で多くみられ全長は５．５～２４．５７imllであった。

ヒメジは６～１２月に７１尾が出現し、調査海域のほぎ全域にみられ、その

全長は５．６～５８．８１m〃であった。

…７Ｊタカノハダイは１０～１月に１１５尾カミ広範な海域から出現し、伊豆半島

沿岸、御蔵島東海域で多くみられた。全長は４．５～１６．８１ﾘWiZであり１０Wmlz以下

の稚仔魚が大半を占めた。

カサゴ科は４．５，１２月に５８尾出現し、うち２尾はムライソであった。

出現海域は大島～三宅島海域など北部御或に多く､全長は５．５～１５．２mZnでお

ｉり、うちムライソは８，８，１４．２〃1mであった。ｊ

モンガラカワハギ科は８～１０月に２４尾力、三宅島東海域などで出現し、

全長は５`８～↑’８”であった。

カワハギ科憾５～１０月に５０尾出〉現し－つ､ち種名の明らかなものは、カワ

川ハギ↑尾、ケマズラハギ５尾、ヨソギ１尾で説った゜出現海域は調査海域の全

域におよび､全長は５．０～５４．５１１wIzであった。

Ｉこのほか種名の明らかなものの出現状況は次のとおりでホる。

ウルメイワシは５，１０，１１，２月に１０尾出現し、うち６尾は１０月沖

合調査の勝浦ＳＥ沖で出現した。

トカゲハダカ科は１０，１１月に５尾カミ勝浦ＳＥ沖など沖合海域で出現し

た。

レプトケバルスは４，７，９，１，２月に９尾が大島近海などで出現した。

サヨソは８月に南部海域で２尾出現した。

ヨウジウオは１１月に御蔵島東側海域で１尾出現した。

イヅトウダイ科は８月に三宅島東側海域で２尾出現した。

マソカサウオは１１月新島近海で１尾出現した。

カマス科は９月大室出しで１尾出現した。

シイラは６～８月に伊豆半島沿岸をどで６尾出現した。

ヒラソウダは８月に大室出しなど北部海域で５尾出現し、全長は６．５～１５．

０噸であった。

クロカワカジキは８月伊豆半島沿岸で全長ａ５ｉｌｗｍの;仔魚が１尾出現した。

メダイは４月房総近海で全長５２９１１WiZの稚魚が１尾みられた。ポ

ムツは１１月～２月に７尾が列島線東側海域などで出現した⑨
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マツダイは８月伊豆半島沿岸および三宅島東側海域で各１尾出現した。

ソボダイは２月鳥島近海において１尾出現した。－

イシダイは６～８月に北部海域で５尾出現し､I全長は,Ｏ～１１．２m1Izであっ

た。；

シロギスは８～１０月に伊豆半島沿岸など北部海域を中心に，尾出現した。

ミシマオコゼ科は１２月御蔵島東海域で１尾出現したロ

ネズッポ科は９月三宅島北東海域で１尾出現した。

。ギンポ亜目は６～１１月に１１尾が北部海域を中心に出現し、うち８尾は二

…ルジギンポであった。〆；

スズメダイ科は，～１２月に北部沿岸域などで,是尾出現し､うち６尾がオヤ

ピッチャであった。…可きr了I；
≠〆,

チョウチョウウオ科は８月に御蔵島東海域で１尾:出現した。

カゴカキダイは７，９，１０月に新島、三宅島周辺海域などで１１尾出現し

た。 １－

アイナメは１月に大島東海域で２尾出現した。

_ホウボウは４，２月に御蔵島南海域、新島近海で各１尾出現した。

■Ｔカレイ目は１０～１月に北部海域を中心に８尾出現し、うち２尾はウシノシ

タ亜目であった。

フグ科は５，７，８，９，５月(|こ北部海域を中心に広い海域から１１尾出現
した。

ｏ、イカ類
，6．

ａ）9N

４～７，５月に１，７２２粒が出現し、うち１，２６１粒は４月に出現した。調
．；ｒ

Ｐ査海域全域で出現したが、特lこ列島線西側海域、御蔵島東海域、大島東海域な

どで多量に出現した。

ｂ）稚仔 刊苧一

７月を除く周年にわたって出現したが、個体数は５５個体と例年'こ比べ少な

かった。調査海域のほぎ全域から出現し、御蔵島南および東海域、三宅島北東
海域でや出多くみられた。こい

｡、その他

ａ）ウミアメンポ

６～１１月と夏季を中心に６９個体出現した。出現ii弱iは新黒獺海域など南

部海域が中心であった。

ｂ）アリマラーバ

６～１１，２，５月に６０個体が出現した。伊豆半島沿岸など北部海域を中
－１８－
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｜主要魚種の魚況の推移と特徴

（昭和４６年１月～１２月）

サバ

伊豆諸島近海におけるサバ

はね釣漁業は、通矯１～２

月頃、銭洲近海に漁場が形成

され、その後ろ～５月に神津

島～新島近海から大室出し～

勝浦沖漁場へと北上して終漁

となる。

４６年漁期の海況は前年後

半から発達した冷水塊が伊豆

諸島近海に張り出し、黒潮流

軸はこの冷水塊を迂回して八

丈島南を通り、房総沖に流去

したため、銭洲近海は例年よ

り２～５℃低目の水温で経過

した。

このため銭洲近海における

サバはね釣漁業の操業開始時

期がおくれ、一時１月中旬

に大室出し～新島近海で平均

４トン／１夜１隻前後の漁模

様を示した力丸その後低調と

なり、２月始めにたってよう

やく本格化し、銭洲近梅漁場

で良い船で、１２～１５トン

平均４トンの水場を示すよう

にたった。漁場における表面

水温はほ蜜１４℃台と低目で、

出漁船は５０～６０隻、魚体

は大小混りの中主体であった。

２月中旬には漁況が順調と

たり、良い船で２０トン、平

均６～８トンの水場で、漁場

２－２
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は主に銭洲南東６浬付近、魚体は大中が主体であった。このよう左漁況が２月下旬ま

で続いたが５月に入り荒天日が続き、漁況も下降して､が好漁船で１０～１５トン平

均４～５トンとなり、魚体は大中小混りながら中小の多い傾向を示した。

５月中旬には再び漁況が好転し、良い船で２０トン以上、平均１０トン前後の水場

をし、漁場はいぜんとして銭洲南部海域で表面水温は１４℃台、魚体は大中が主体で、

出漁船は一都三県を合わせて１００隻前後であった。

４月上旬に至り銭洲近海は徐々に昇温した力丸漁場は銭洲南部から銭洲、神津島間

へ北上を始め、魚群が分散して漁況が急激に低下してきた。今漁期は例年より半月早

く銭洲漁場が終漁し、その後は駿河懸石廊崎沖、三宅島、八丈島付近へと漁場が分

散し、魚群もぼつぼつ出現しては消えるという分散傾向を示し、大室出し漁場が１４

～１５℃台と例年になく低温であることが原因してか、伊豆諸島北部へのサバ群の集

｣合が見られないまま、今漁期は２月～４月始めまでの短期間で大型船によるサバはれ

釣漁業はほ薗終漁した。

2）ムロアジト

ムロアジを主対象とする棒受網漁業は６月中旬初めに三宅島周辺海域で操業が開始

され、好漁船で１０トン位／１日１隻、平均５～７トンの漁獲とまずまずの出足を示

した。

６月中旬には漁場が幾分、新島瀬戸～三宅島間と西部に移り、平均５トン位の漁獲

でゴマサバ主体にマサバ、オアカムロ、マアジ等が混獲され、ゴマサバの魚体は中が

多かった。

７月はほ蟹新島瀬戸から神津島、三宅島にかけて漁場が形成され、平均６～７トン

の漁獲があＩ)、いぜんとしてゴマサバ主体にマサバ､オアカムロ、ムロアジ、マアジ

等が混獲された。７月中旬にはゴマサバは中が主体を示したが、下旬には小が多くな

った。

８月も７月とほぎ同様の漁獲傾向を示したが、漁場が新島瀬戸、式根島海域から分

散し始め、混獲率でもゴマサバが全体の８０％を占めた。このような状態が９月中旬

ｉＥで続き、９月下旬には新島近海から銭洲近海へと漁場が移動した｡:漁況は比較的好

漁で平均１０トン以上の漁獲があった。

１０月中は全全体として１０トン前後の漁況を示した力丸１１月に入りようやく漁

獲が低下し始め、好漁船で１２～１４トン、平均６～８トンの水場が１１月いっぱい

続き、１２月になって漁場が御蔵島や大室出し等へと分散して濃密魚群の出現が次第

に少なくなり、１２月下旬にたって好漁であったムロ棒受網漁業は終りを告げた。

一九地元小型漁船によるアオムロ対象の小型棒受網漁業は９月上旬から１２月中

旬まで、八丈島近海及び青ヶ島近海で操業され、９月始めは５００～５００〃,、下旬

Jには８０Ｍ,～１トンの漁獲、１０月中は全船に好漁で１～1.5トンと好漁した力、

-２５－
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ノ１１月中旬から漁獲の低下が目立ち、好漁船で７０Ｍ,、平均２００晦／１日１隻

程度に低下し、１２月中旬に終漁した。

２－５地域主要魚種の漁況の推移と特徴（その他の魚種） １．

１）ハマトピウオ

２月下旬鳥島漁場で大型船（４０～６０トン）により操業が開始さ札最初は２

００～５００尾程度の漁獲であったカミその後５月始めには１夜1-隻で良い時は２，

０００～５，０００尾を漁獲するなど本格化してきた。鳥島周辺漁場での表面水温は

１８℃台を示し、好水温を示す一方、伊豆諸島近海では全般的に冷水塊の張り出し

があI)、八丈島以北海域では平年より２～５℃低目に経過した。

５月中旬には青ヶ島漁場で操業が始まり、最初は２００～５００尾位と低調であ

ったが、５月下旬には多少上昇し、平均５００尾前後の漁獲を示し､４月始めには

１，５００～２，０００尾といよいよ本格化してきた。この間鳥島近海漁場では妖不

漁の繰り返しがあったが全体として平均1,000尾位の漁況が５月始めまで続いた。

八丈島周辺漁場では冷水塊の影響で例年より漁期がおくれ、例年なら２月中、下

旬に操業が開始される力丸今漁期はようやく４月始めに平均１００～２００尾を漁

獲するなど１ケ月以上おくれた。４月中旬に至り好漁船で2,000尾平均７００

～１，０００尾を漁獲するように左って、いよいよ本格化した。漁場の表面水温は概

ね１５～１６℃台で例年より５～４℃低目に経過している。

４月下旬には三宅島近海漁場でもぼつぼつ操業が開始され、良い船で１，０００尾

位の水場がおった。

このように鳥島から八丈島、三宅島海域までの各漁場で５月上旬まで操業された

が、５月中旬始めから鳥島漁場を先頭に南の漁場から急激に漁獲が低下し中旬終り

には八丈島、三宅島近海で終漁した。

２）スルメイカ

伊豆諸島近海でのスルメイカ漁業は、そのほとんどが大島近海の大室出し、千波

Ｔ沖及び岡田沖に漁場が形成され、例年９月から翌年５月頃まで、地元小型船及び千

Ｙ葉、神奈川、静岡等各県の小型船（５～１０トン型）によって早朝から日中にかげ

て操業される。

４６年漁期は６月中旬に地元船により大島千波沖でぼつぼつ操業されたが、６月

中は１日１隻平均で２Ｍ,前後とまったく低調であった。７月中旬になって大室出

し付近に好漁場が形成され、良い船で２００～５００１６９を漁獲するなど、ようやく

活況を呈し、地元船、他県船多数が操業を開始した。７月下旬には一時５０～１０

０A,に低下した瓜８月に入って再び漁獲が向上し、平均１００～２０Ｍ,の漁獲

，を示した。

８月中旬頃には漁場が大室出し、千波沖へと拡大し、漁況は５０～１０Ｍ9と不

一２６－
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安定にたってきた。不安定を漁模様が９月下旬まで続き、１０月始めには大室出し

漁場で１００～２００A,、大島周辺漁場で５０～１００ル,と好漁した。

その後１０月下旬には大島周辺及び大室出し両漁場で５０～１０Ｍ,位の比較的

安定した漁模様が１２月下旬まで続き例年にない好漁を示した。

しかし、例年なら翌年５月頃まで操業されるカミ４７年１月～５月はほとんどス

ルメイカの集合が認められず、水場はほとんどだかつた。

なお、大島波浮港及び岡田港に水場されたスルメイカは全体で５００トンで、こ

のうち岡田港には約１０％水場された。前年は近年にない不漁年であったが、約５
ノ，

千トンの水場でおつだ'のFで今漁期は大巾な漁獲の上昇を示し、近年lこない好漁年と

なった。へけ？

５）マカジキ

カジキ突棒漁業は例年12月～５月に伊豆諸島中部の銭洲､･神津島、三宅島海域か

ら北部の大室出し付近に'かげて漁場が形成され、地元神津島、三宅島等の小型漁船

（５～２０トン）２０隻前後と千葉、神奈川、静岡、大分等各県の小型船（２０ト

ン未満）及び大型船（４０～６０トン）により操業される。

４６年は１月始めに房総沖でカジキ突棒漁業の操業が始まり、伊豆諸島近海では

１月下旬に大島南東１０～３０浬付近の海域で、主として神津島漁船により漁獲さ

れ始めた。５日間ほどの短期間であったが、好漁であり．良い船で１５本平均１

０本位の漁猿で、魚体は５０～６０ｌｂ,が大半を占めていた。

その後は再び漁場が房総沖に移動した瓜２月中旬始めに大島近海に漁場が移動

し穆毎日２０隻前後の突棒船が操業し、平均５～４本を漁獲した。２月中頃には大

島南東海域から三宅島、御蔵島近海に漁場が移動し、良い時は１隻平均８～９本を

漁獲した瓜全般的には２～５本の漁獲に_とど左った。

このような漁模様が２月下旬まで続いたが、５月始めにたって伊豆諸島海域は全

般に冷水塊の張り出しが強くなり、黒潮流軸は冷水塊を迂回して伊豆諸島から大き

く離れたため、マカジキの回遊はまったく見られなくなった。例年には５月まで継

続して操業されるカジキ突捧漁業は今回は１月下旬～５月初旬の短期間で終漁した。
、ハ

波浮港Iこ水場されるマカジキの量は例年８０トン位であるカヘ今漁期は短期間で

はあったが比較的好漁であったため約６０トンと平年の７５筋が水場された。

２－４昭和４６年における主要資源の評価

１）サバ

ー都三県漁船による伊豆諸島近海でのサバはね釣漁業総漁獲鼠は、４６年１月～

６６月で約６万トン弱で、過去５年間の平均１２万トン強に比べ半分の漁獲にとどま

った。も

この原因としては、三陸沖海域における若年魚の多獲により、年々資源が低下し、

－２７－
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再生産の悪化が著しくなったほか、漁期間を通じて冷水塊が伊豆諸島全域をおおい、

５月に一時水温の上昇傾向が認められたカミ全体として例年より２～５℃低目に経

過し、時に南部海域の下層水温の低下が目立った。このような海況変化と呼応して

漁獲量の月別変化でも２月１２，０００トン、５月２２，０００トンと２月～５月合わ

せて５万４千トンと全漁獲の６割を占め、４月～５月の漁獲が極端に少なく、漁場

も駿河湾から八丈島近海まで分散して出現した。また、近年の漁船乗組員の不足、

漁況不振等から当該漁業への従事漁船数が大巾に減少したこともある。

魚体の大きさは全漁期間を通じて叉長組成は５２～５７cmzであったが、４月上

中旬に５８～４０cmの大型船が主体を占めたことが特徴となっている｡l年令構成で

は、５年魚が４５％を占め最も多く、次いで４年魚の２５％、２．５年魚合わせて２

５％となっている．

生殖線の熱度では５月下旬以降成熟が急激に高まり、Ｋ０値は５を越え、４月下

旬には最高となり、Ｋ０値は６で１４，９で１０を示したが、その後は急激に低下

した．このように今漁期においては劇８期が例年にたく短縮され、５月下旬から４

月下旬までの約１ヶ月間で終了した。

2）ハマトピウオ～

４６年２～５月に鳥島～三宅島間漁場が漁獲されたハマトピウオは、総計９６万

尾強で、近年の最低だった前年をも１６万尾下廻り、昭和５１年以来の最低を記録

した。

４２年に平年漁を上廻る５５０万尾を漁獲して以来、４５年以降は１００万尾台

を減少し続けてきて、今回遂に１００万尾以下とたった瓜この主要因としては前

年から引続き伊豆諸島近海に停滞した冷水塊のため、黒潮流軸が大巾に南下し、青

ヶ島以南を通過したため、トビウオ流刺網漁業の主漁場である青ヶ島、八丈島等で

平年水温より５～４℃低目に経過し、トビウオ濃密魚群が島まわりに停滞すること

が少なかったことである。

漁場別の漁獲高では鳥島漁場５万尾、青ヶ島漁場５５万尾、八丈島漁場６０万尾

となっており、全漁場を通じて例年より大巾な漁獲減となっている。〆

可6.
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5．漁況海況予報事業実施上の問題点

５－１調査研究上の問題点

１）定線調査

○定線調査は月１回であるため、海況の変動を適確に把握することは困難である。

○調査項目は多岐にわたっているが、水温以外は充分に活用されていない。

○本年度も予算削減があった力丸物価上昇の激しい現在では当初予算以下では調

査規模の維持は不可能である。
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２）今後の調査研究上の問題点

○海況変動の把握には連続観測を行なう必要があり、このためプイロポットの設置、

あるいは定点調査船の配備等を実施すべきである。

○調査結果が蓄積されているプランクトン資料等の活用方法を確立するとともに、

公害問題に対処するため化学分析についての調査、研究を充実する必要がある。

○物価上昇分について予算:措置を計るべきであり、認められない場合は調査規模の

縮少も考慮すべきである．

○調査の省力化、迅速化への積極的な対処、および資料整理、解析のための専門職

員の配置壷どの施策を引続き要望する。、
４．

５－２予報作成上の問題点

１）予報と実際上の比較

○約１０年にわたる資料の蓄積がなされているが、現状では人員不,足のため解腕

考察が不充分であり、依然として現状報告にとどまることが多い。

○海況予報はある程度可能となってきたが、それが直接漁況予報とは結びつかない。

○漁民が最も必要としている短期予報については、全く体制が確立されていない。

○現在の予報は外れるのをおそれ、考えられる全ての可能性を列挙するため、全体

として不明瞭な予報が多い。

２）今後の予報作成上の問題点

○現在まで漁況予報の作成方法のマニュアルが確立されていない。予報作成に必要

，左資料は何かを改めて検討する必要がある。

○予報作成は一地方水試だけでは困難であり、このため、他研究機関との連系をよ

り密にする必要がある。

○ローカル漁業についても予報が作成できるような体制を早急に確立する必要があ

る。

Ｐ
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１９０８

１９０２

１８．９８

１８．９６

１８．９５

jｌ９１５

１９１４

iＱ１４

１９１４

１Ｍろ

１９１５

１９１１

１９０７

１９０２

１９１５

１９１５

１９１１

１９１１

１９１１

１９１０

１９１０

１９０８

１９０８

１９１５

１９１５

１９０８

１９１０

１９１０

１２０９

１９１１

１９１１

１９１０

１９０９

１９１０

１９０９

１９０９

１９１４

１９０７

１９０６

１９０７

．１９０９

１９１５

１２１０

１９０９

１９１０

１９０４

１８９７

１９１７

１９１７

１９１２

１９．１１

１９１１

１９１６

１９１０

１，１０

１９０４

１８９７

１９；６

１９１８

１９１５

１９１４

１９１６

１９１５

１Ｍ１

１９０５

１９００

１８．９５

'１
L｣

『
－
】

「
Ｊ

Ｌ

１９０９

１９０７

１９０１

１８．９９

１８．９７

－５９－



第５次昭和４６年６月７～９日

列点番号

蔓Z[藍二I：
観測月日

開始時刻

終了時刻

風向・風力

雲量

天気

気温

気圧

波浪

うねり

水色

透明度

水深

Ｔ１７ Ｔ１６

54-225

151-520

Ｔ１９ 1１１８ Ｔ１５

５４－O7D

159L-560

Ｔ１４ Ｔ１２

55-465

159ﾐ5だ

６．８

０４：５５

０５：２０

ＥＳｎ２

Ｏｃ６

ｂｃ

２１．７

１０１４５

２

１

５

１２

北緯

東経

５４－z11o

l39-560

54-420

151豆480

６．７

１１：５０

１２：Ｏ８

ＮＥ２

０ｓ９

０

２２．２

１０１５．０

２

１

５

１８

旧
叩

崎
門
・
・
・
：
Ｅ
Ｓ
０
０
１
２
１
４
２

５３－５２５

１５９ﾐ560 ,淵
６．８

０１：００

０１：５５

Ｂ２

６．７

０９：４０

１０：２０

ＮＨ２

Ｏｓ８

ｂｏ

２０．９

１０１２．０

１

１

４

１４

６．７

１５：５５

１６：５５

ＮＥ２

Ａｓ９

０

２２４

１０１２．５

１

１

４

１４

５
５
２

５

７
５
１

９
５
４

。
・
・
・
・
日
ｓ
ｏ
ｔ
１
１
１
４
５

６
８
９
Ｎ
Ａ

２
０

１

１
１

１

６．７

２１：５０

２２：１０

ＥＳｎ２

●↑

０

２１．７

１０１５０

０

２１．６

１０１４．５

１９０

２１．５

２１．５２

２１．５２

２１．０６

１９５２

１Ｚ１４

１６．８０

１６．０４

LJP
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９５

１１１

９０４

８．６０

８．２５

６．６８

５２０

５．００

０．９８

８.１９

７１８５

２０．５

１９７１

１９５２

１８．７８

１Ｚ４５

．１６．５０

１５９８

１５．７５

１２．４４

１０．０５

Ｚ６４

９
０
８
９
５
８
０
２
０
４

０
７
７
５
４
８
４
７
９
８
９

●
●
●
●
●
●
■
●
●

０
０
０
０
８
６
６
４
２
９
６

２
２
２
２
１
１
１
１
１

２
０
６
７
６
６
５
０
６
４

９
８
６
１
９
６
２
０
０
ワ
ー
２

０
０
０
０
Ｚ
６
５
４
ａ
０
Ｚ

２
２
２
２
１
１
１
１
１
１

２１．６

２１．４９

２１．０１

１９４２

１Z４５

１５．９６

１４８５

１５．８０

１１．９０

Ｑ０１

Ｚ１４

２１．２

２１．１７

２１．０５

２０．４９

１ズ７０

１ズ５２

１６．５２

１４．１１

１５．２８

Ｑ５８

Ｚ１２

２２．０－

２１．４４

１２Ｍ２

１９８１

１z２０

１５８９

１５２２

１２９６

１１．４５

９５↑

６．９１

１９１１

１，０６

１９０５

１２０４

１９１７

１９１７

１９１５

１９１１

１９０８

１９０４

１８．９７

１９１８

１９１７

１９１８

１９２１

１９２０

１９１８

１９１７

１９１５

１９０７

１２００

１８．９７

９
４
４
５
１
１
７
２
５
８
８

０
１
１
１
０
』
２
１
１
０
９
９

２
９
９
ｑ
９
９
９
９
９
８
８

１９１０

１９１０

１９１０

１９１５

１９１６

１９１７

１Ｑ２０

１９１５

１９２１

１９１４

１８．９７

舟
Ｉ
Ａ
Ｉ
Ａ
ｌ
孔
Ｉ
チ
０
舟
Ｉ
ム
ー
■
Ｉ
イ
凸
丑
Ｉ
４
０

１９１６

１９１５

１９１５

１９１４

１９２０

１９１７

１９１６

１９１４

１９１１

１９０２

１８１７

１９１６

１Ｍ５

１。1１４

１９１６

１９１６

１９１７

１９１８

１９１５

１９１１

１１０５

１８．９６

１９１８

１９１５

１９１４

１９１６

１９２２

９１９２５

１９２４

１９２１

１９１５

１９０２

１９０１

１９０°

１９０４

１９０４

１９０７

１９１２

１９２１

１９２５

１９２５

－４０－



Ｔ１

54-540

159~285

６．９

１６：０５

１６：２０

ＳＷ２

Ｏｓ５

ｂｃ

２０９

１０１０５

１

１

５

１１

１００

２０．０

１９１９

１８．８１

）１８．０９

，１６．９９

１１５６８

Ｔ２Ｔ４ １１５

54-090

159-285

６．９

１１：５５

１２：２０

Ｅ１

ｏｉ５

ｂｃ

２４８

１０１２０

１

１

５

２０

２４０

ｍＯｌＴ９１Ｔ８１ｒｐ７ Ｔ６

５４－５６０

１５９－１００

ＴＴ１１

54-010

151-080

６．８
０．

０８：５０

０９：１１

Ｅ２

Ｓｃ８

ｂｏ

２５．８

１０１６．５

１

１

１

１６

５２０

２１．１

２０．８７

１８．８７

１７１８７

１５２５

１５．６５

１２．８０

１，．５０

８６６

Z２５

54-215

159-51,

54-195

159-215

０
缶
焔
一
５
０

７
５

隅隅｜川．い》ＭＭ
Ｃ
０
９
１
１
１
４
６
０

１
０

１
８

５

５４－２５０

１５，ＨＭＯ

５４ﾖ450

159~055

６．８

１７：０５

１７：５０

Ｎ回２

Ｓｃ，

０

２０．６

１０１４．５

１

１

５

１２

１００

５４宗５００

１５１－１５０

54-165

159-07,

６．９

１４:１０

１４:４５

Ｗ１

Ａｓ９

０

２５．６

１０１１．０

１

１

５

１６

５４０

０
８
１

０
●

９
５
０

９
８
２

。
。
。
。
。
Ｅ
Ｃ
０
９
１
１
１
５
７
０

６
６
７
Ｎ
Ｓ

１
０

１
４

０
０

１
５

６．９

０８：０５

０８：４０

ＳＷ１

Ｏｓ７

ｂｃ

２１６９

１０１２５

０

１

４

１５

６．９

０９：５５

１０：５０

回１

Ｏｓ８

ｂｏ

２２．７

１０１５．０

１

１

４

１５．

２８０

６．８

，１１：２０

１１：５５

Ｅ２

Ｓｃ９

０

２２７

１０１６０

１

１

５

１７

５００

１９１

１８．５８

１８．０５

１７【７２

１６．５６

１４．２４

１５．４４

１１．５５

１０．７９

０
０

０
●
０

８
１
４
２
９

５
６

。
．
。
？
。
。
．
Ⅱ
Ｃ
Ｏ
ｔ
１
１
１
４
５
０

６
５
５
Ｎ
Ｓ

２
０

１
７

１
１

１
７

守

２１，０

１９８５

１８．９５

１８．５５

１８．１２

１５．８２

１４．９６

１５．１２

１１．６８

z７６

６．５６

１６．９

１６，０２

１５．０８

１４．５９

１５．９７

１５．２４

１２５２

１１．５０

１０．５２

ス８８

１８．６

１Z５７

１６．５８

１５．８１

１５．４５

１２２２

２０．８

１９４５

１９２０

１８．７４

１ＺＯＯ

１６．０７

１４．５５

１５．０７

１２．００

２１．０

１９８７

１８．７１

１７LＯ２

１６．１１

１５．５１

１４．６５

１１．４０

８．４８

１８．１

１６．５６

１６．４４

１５．９７

１５．５５

１５８８

１２９５

１１．４４

１０．４６

Ｚ７４

５．９２

１８．４

１８．０１

１Z５５

１Z１８

１６．５９

１５４４

１４２８

１２２６

１１．０４

８．７４

Ｚ１８

１９０

１８．０１

１ス７５

１６．７１

１５２７

１４．２５

１５．８０

１２．９１

１０９４

⑤

１９１５

１９０８

１１１０

１９１５

１１１４

１，９１６

１９１６１

１９１４

１９０７

１８１７

１８．９９

１９１４

１９１１

１９１２

１９１４

１９１５

１９１２

１９０６

１９０４

１９１５

１９１８

１Ｍ５

１１１６

１９１５

１９０５

１９０１

１８．，８

１２１１

１９０９

１９１０

１９１０

１９１５

１９１１

１９１０

１９０７

１９０９

１８．９１

１８．９９

１９０７

１９０８

１９０９

１１１０

１９０９

１９０７

１ＱＯ４

１８．９７

１８．７５

１８．７８

１８９２

１８９８

１９０９

１９０９

１８．７５

１８．７８

１８９２

１８９８

１９０９

１９０９

１９１７

１Ｍｉ

ｌ９Ｔｌ

ｌ９１６

１９１６

１９１５

１９１４

１９１０

１８．９９

１９０７

１９，６

１９１０

１９１１

１９１５

１，１２

１９１１

１９０８

１９０６

１９００

１８．９６

１９０７

１９，６

１９１０

１９１１

１９１５

１，１２

１９１１

１９０８

１９０６

１９００

１８．９６

１９１０

１９１１

１９１１

１９１１

１９１５

１９１０

１９１０

１９１０

１９０４

１９０８

１９１０

１９１１

１９１１

１９１５

１９１６

１Ｍ目

１９１４，

１９１０

．１

１９１４

１１１１

１９１０

１９１１

１９１１

１９１０

１９１０

１９０７

１９０４

１８．９９

１８．９８ 。

。
、
ワ
ト
ヮ

－４１－



第４次昭和４６年７月１２～］４日

悪雇壹|T三三 焉引篝ＦＩＩ識

lliiJ
Ｔ１９ Ｔ１８

－ミー

５ﾑﾄｮ420

159~480

７６１２

１２：０５

１２３４５

ＷＮＷ１

Ｏｓ７

ｂｃ

２６．５

１００７０

１

１，

５

１１

５４ヨ4１０

１５９－５６０

７．１２ ７．１２ ７．１２７．１２

１０：１０

１０：５５

８Ｗ２

Ｏｉ４

ｂＯ

２５．２

１００６．５

１

１

５

９

７．１２

２０:５０

２１:２７

ＮＷ１

７．１２ ７．１５ ７．１５

１４：００１１５：５０１１８：２０ ２５：０５１０４：２５１０９：１０

１４：４０ ２５：５５１０５：０５１０９：５７
｢１
Ｌ」 コ

イ

ＮＷ１ ＷＳＷ２ ＮＨ２ Ｎ巳１

0ｓ７ Ｏｉ４ Ｏｉ５

ｂｅ ｂＯ

２６．１

１００８０

ｂＣ

２６５

1008.5

ｂｏ ｂｃ

Ｕ
Ａ
ｑ
ｎ
Ｊ

、〔

4５

０８

２６４ ２４．５ ２６．０

1００７０

１

１

４

１６

］ １００

１

１

３

２１．T1＄
１
‐
－
Ｊ

１５０

２６．６

２６．６０

２５７７

２５．２２

２４．５５

２２１０

２１．２８

５００

２０．９ ２１．８

４
２
７
４
５
０
４
８
２
２

５
５
９
５
９
８
４
４
５
６
４

●
●
●
。
●
０

５
４
２
２
０
９
８
６
４
ｔ
９

２
２
２
２
２
１
１
１
１
１

２６．４

２６．４０

２５．８５

２５５５

２５．２５

２２．０２

１９５７

２６．２

２１．４５２０．５７ ２５５４

Ｕ
０
９
３
６

０
１
９
０
厄

｢１

２０．５４ ２１．０９ ２５．５０

１９４０１８．４８ ２４．１６

凪
ゴ
ク
’
６
Ⅱ
■
【
】
【
】
｝
冬
「
］
『
Ⅵ
ジ
ワ
。
■
■
■
【
】

１５．１８１５．０６ ２２４９２ｍ。Ｕ〃

７５〃 １３．５６１３．７２1;５．５７ ２０８５

１９６９１００〃 １２．５８ １２．８８ １２．４４ 5-ﾛム

１５０〃 １０．７２ 11.01 １０．８６ １７L２６

１５７９
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第７次昭和４６年１０月２５～２８日

測点番号

l韮E二厘
観測月日

開始時刻

終了時刻

風向・風力

雲量

天気

気温

気圧

波、浪

うねり

水色

透明度

水深

Ｔ１９

５４ｮ407

159出555

２５

０５：５５，

０５：Ｏ５

ＮＥ５

５

ｂｏ

ｌ６４

１０１６．０

２

１

４

１７

Ｔ１６１Ｔ１５ T14

53-550

140-OOO

Ｔ１５ Ⅲ１１

54-01.0

159-065

２６

０４：５５

０５：５０

ＮＷ２

７

ｂｃ

１２５

１００９０

１

１

５

諾
５５=550

140-055

２５

１９：５０

２０：１７

G日4

７

ｂＯ

２１．６

１０１５．０

５

２

２５

１０：５０

１１：２８

ＮＥ４

７

ｂｃ

２０．６

１０１６０

２

１

５

１８

２５

１５：２５

１４：２２

ＮＥ４

４

ｂｏ

２０．６

１０１４．５

５

２

４

１７

２５

１６：５０

１７:Ｄ５

ＮＥ４

７

ｂｃ

ｌＲ５

１０１４．０

５

２

５

１６

２６

００：２０

０１：２０

Ｎ５

５

ｂＣ

２０．２

１０１１．０

２

１

９

０

１６．５

１０１６．０

２

１

４

１７

９

０

１８．０

１０１６．０

２

１

５

１６

５
２
２
１
７
２
０
９
６
８
５

１
１
２
１
９
４
９
１
４
２
５
０
０
０
０
１
１
２
１
１
１
１

出
田
川
田
川
加
Ｍ
Ｍ
Ｍ
旧
川
只
Ｑ
，
２
２
Ｑ
２
Ｑ
２
９
２

LillJIＩＴ
川
鑿
慧
慕

８
４
１
５
８
２
２
６
８
２
９
８
８
７
７
５
８
５
４
７
１

９
９
９
．
９
９
０
１
１
１
０
０

５
５
５
５
２
ｔ
Ｚ
ａ
２
０
２
８
８
８
８
８
Ｒ
２
２
Ｑ
２
２

２
２
２
２
２
２
１
１
１
１

７
４
９
６
６
４
０
４
５
７
’
２
４
，
１
１
８
０
５
０
６
５
０

Ｊ
２
１
Ｄ
０
４
４
４
０
７
０
１
９
９
９
９
１
１
１
０
０
０

２
８
：
８
》
８
：
８
Ｑ
Ｒ
Ｑ
９
Ｒ
Ｑ

２
２
２
２
ｔ
Ｒ
Ｚ
２
ｔ
Ｒ
８

２
２
２
２
２
１
１
１
１

２２５

２２２５

２２１９

２１．８５

２１．１０

２０．１９

１１２４

１５．８５
、
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

８
７
２
８
７
２
８
５
４
７

２
１
．
，
８
４
８
０
９
６
９
０

■
●

２
２
２
ｉ
ｔ
２
２
０
２
．
Ｚ
Ｚ

２
．
２
２
２
２
１
１
１

６
６
１
１
８
２
６
８
７
５
５
５
４
４
０
８
８
０
４
６
９

８
１
１
０
９
８
９
２
５
７
９
９
９
９
９
９
９
０
０
１
０
９

ｔ
２
２
０
０
２
１
１
ｔ
２
８
Ｚ
８
「
８
’
８
８
８
ａ
Ｑ
Ｑ
２
９
８

２
２
２
２
２
１
１
１

ﾊﾉ

0772

10〃

２０〃

５０〃

５０〃

７５〃

１００〃

１５０〃

２００〃

２５０〃

５００〃

１８．９５

１８．９６

１８．９５

１８．９９

１２０４

１１０８

１１０７

１，１９

１８．９４
ﾛP■

１８．９６
６０

１８．９６

１８．９５

１８．９２

１８．９６

１１０７

１２０４

１１０１

１８．９７

１８９６

ガ

塩

１８．９７

１１０２

１９２６

１２２０

１２２０

１２１２

１２０７

１１００

素

１２１９

１１２１

１２１６

１２０９

１２０６

１２５１

１１２４

１２１４

１，０８

１１０２

量

－４８－



、９１Ｔ８１Ｔ６ＩＴ７ Ｉ１４

５４－Ｉ５５

１３ｏ－２４０

１１１０

５４豈'６７

１５１－０４０
－－＿■＿

２６

０７：５５

０８：５６

ＮＷ２

１０:

ｒ

ｌ７Ｌ２

１００８．０

１

１

５

Ｔ２

54-210

159-510

２８

１１：５５

１３：１０

ＮＢ２

６

ｂＣ

１１０

１０１７，

１

１

５

１５

54-580

15チ望ＩＤＯ

２６

１２：２８

１２：５６

Ｗ２

９

巳

１７LＯ

１００４．０

１

１

５

１５

４００

54-505

159￣Ｍ５

２７

０８：５５

０９：２７

Ｗ４

１

ｂ

ｌ７Ｌ１

１０１１．５

４

２

４

１５

５４０

２６

１１：２０

１１：５５

Ｗ２

９

０

１Z１

１００６．０

１

１

５

１８

５７０

２６

１５：５５

１４：１５

Ｗ５

６

ｂｃ

ｌ８８

１００５．０

２

１

５

１５

２７

１０：４５

１１：Ｏ５

Ｗ５

１

ｂ

1８．６

１０１０．０

４

２

４

１５

５
６
２
町
・
５

Ｃ
２
Ｚ

８
狐
利
皿
「
４
ｂ
９
１
２
１
５
４

２
４
５
Ⅱ
１
０
》

１

１
１

１

２８

１５：５５

１６：２８

ＥＮＥ２

６

ｂｃ

ｌ８５

１０１８．０

１

１

５

１２

２６

０１：５５

１０：５５

ＮＷ４

．１０

ｒ

１５．５

１００８．０

５

２

５

１５

４６０

２１．５

２１．５０

２１．５１

２１．０９

２０．７９

２０．５２

１９００

１４．７２

１２６０

１１．１０

１４７

１９０５

１２０１

１１０１

１１０５

１２０５

１１０５

１１０９

１１１４

１１１０

１９０６

１９０５

彼

４４［Ｉ

２１．２

２１．２６

２１．２５

２０．９７

２０８９

１９９５

１６．６４

１４．６２

１１．８６

１０．５４

２７６

２０．５

２０．６０

２０．１７

２０．０２

１１９０

１８．１６

１Z１１

１４．６９

１０．０４

８．５４

２０．９

２０．９２

２０．７９

２０．５２

２０４２

２０．２８

１８６０

１５．５０

１１．１４

９５９

８．４９

１２０５

１２０１

１１０１

１，１１

１１０５

１，０５

１１０６

１１１０

１１０６

１９０２

Ｗｂ００

２１．５

２１．４１

２１．１２

２０．５６

１'６１

１７１２０

５
肥
灯
明
Ｍ
列
朋
肌
叫
卯
明
－
１
９
９
１
１
１
４
２
６
５
１

ｆ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
８
６
ａ
ｔ
９
８
ｌ
Ⅱ
川
川
Ⅲ
川
Ⅲ
川
川
川
川
Ⅲ

２
２
２
２
２
１
１
１
１

５
１
５
６
９
８
７
４
９
８
４
１
１
１
８
４
１
４
１
６
５

９
０
０
０
７
４
１
５
４
７
１

ｔ
２
２
２
ｔ
０
８
４
２
０
２
２
９
２
２
８
２
９
Ｑ
２
２
２

０
７
５
１
５
５
１
６
７
４
－
５
９
５
６
８
５
７
５
５
１
６

９
０
４
２
４
７
１
６
７
０
７
０
９
９
９
０
１
１
１
１
１
０

ｔ
２
ｔ
１
２
Ｚ
６
５
５
２
０
２
８
８
８
２
９
２
Ｑ
２
Ｑ
２

２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１

２２．１

２２．１８

２２．１６

２２．１４

２０．１０

２０．０２

曰
Ｌ二

５
８
９
１
２
６
５
２
５
８
０

９
９
９
０
０
０
０
１
０
９
０

０
２
８
４
２
２
８
８
８
８
９
２
Ｒ
Ｒ
只
只
８
９

１１０１

１８．９８

１８．９９

１'９８

１９h９７

１１０５

１２１５

１２１３

１２０７

１９０４

１２０２

４
２
４
４
４
９
１
２
７
５
０

０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０

２
Ｒ
９
２
９
２
９
Ｑ
Ｑ
Ｑ
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１２０１

１８．９９

１９００

１１０１

１１０１

１２０７

１２０１

１１０１

１２０４

１１０６

１２０７

１２１２

註（つづく）

－４９－



Ｔ１５
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Ｊ』
ｊＵ

４９ｍⅡ

ｊＬ

８
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訂
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｢,Ｉ

巳

０１

－５０－

１
４

↑
Ｂ

Ｔ
６

汁
汎

測

４
１
８
５

■
□
●

■
■

△
０
６

水
秀
温

、
９
８
９
２
４

｜
朋
朋
帥
叩
Ⅲ

’
１
１
１
１
１

塩
素
量

Ｔ１９ Ｔ１８ Ｔ１７ 、６ Ｔ１５ 囮１４ Ｔ１５ Ｔ１２

●

４００ｍ
Ｆ●

５００ 〃
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８００〃

８
０
．
４
１
４

６
１
８
２
７

笛
５
５
４
４
５

０
５
５
８
４

２
６
５
４
１

８
０
●
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０
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Ｚ
５
５
４
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８
２
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７
４

１
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‐
●
●
●
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４
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５
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５

１
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●
●
●
●
●

８
５
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５
５
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■
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｜
デ
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４
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０
△
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４
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９
２
５

７
１
７
４
７

６
５
４
４
３

■

０
▲
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６００〃
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８００〃

１８．９２

１９LＯＯ

１１１５

１２０７
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１１１０
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９
一
。
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９
９
９
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０
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●
●
●

８
８
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２

１
１
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‐
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Ｗし０８

１１１５

１８．９０

１１０１

１２０５

１，０９

１，０５

１８．９８

５
１
６
０
１

９
９
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０
０

８
８
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第８次昭和４６年１１月１７～２０日

測点番号 Ｔ１７ Ｔ１６ Ｔ１５ Ｔ１４Ｔ１９ Iｒｌ２ Ｔ１１Ｔ１８ Ｔ１０

54-170

159-040

１９

０６：５０

０７：２８

ＮＢ５

８

０

１４５

１０２００

２

２

５

１８

冨Ｉｒ雲
54-515

159L三185

２
１
０
５

側
聞

５
５

５４閂410

159-5弱

乃
田

州
聞
５
５

,灘
１７

２０：２０

２０：５５

ＮＥ５

１０

55-465

159-510

陥
缶

Ｈ
Ｈ
５
５
１

５ろ-570

159畠０５０具刻力量気温圧浪鵡深Ⅳ
月
時
時
風

測
始
了
向

観
閲
終
風
雲
天
気
気
波
う
水
透
水
一

１７

．１５：５０

１４：o２

ＮＮＥ５

１０

１７

１５：１５

１５：４５

ＮＮＥ２

１０

１７

１７：４５

１８：２０

ＮＥ５

１０

１７

０９：４０

１０：２２

ENE2

１０

１７

２５：５０

００：Ｏ８

Ｎｍ６

１０

１７

１１：５５

１２：１８

，ＮＮＥ５

１０

１８

０５：４５

０４：１６

ＮＮＥ５

１０

１５４

１０１ＺＯ

２

１

５

２０

１５．２

１０１７，

２

１

４

１５

１ＺＯ

１０１７，

２

１

１４．６

１０１２５

１

１

５

２０

１４９

１０１８．５

２

１

５

１９

１ＺＯ

１０１７，

４

２

１６．９

１０１６．０

４

２

１４．８

１０１６．５

４．

５

２０９

２１．０１

２１．００

２０．８９

２０．２０

１８．６９

１６．６０

１５５５

１１．９１

８．７７

６．５８

７
５
０
５
５
０
７
６
７
５
４
６
５
１
２
５
４
５
９
．
１
１

５
５
９
７
４
１
５
５
２
９
９
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０

●
０

０
０
２
Ｑ
２
２
６
ａ
２
８
Ｚ
Ｑ
２
２
９
Ｑ
２
Ｒ
Ｒ
Ｒ
２
２

２
２
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２１．８

２１．８７

２１．８８

２１．８４

１８７９

１４．７０

１５．５５

１１．７５

１０．８４

ｇ０５

Ｚ９５

１１７

１，７５

１２７５

１１７５

１１６５

１２５５

１６．６５

１２１５

１１．８２

８．１２

５８１

１１１５

１２０７

１，０９

１１０７

１２０６

１ＲＯ９

１２１６

１２１１

１１０８

１１００

１８．９５

７
５
２
８
５
４
２
９
６
７
０
８
８
６
８
０
４
０
８
０
５

２
５
７
５
１
０
２
１
５
０
２
８
０
０
０
０
１
１
１
０
０
０

ｔ
ｔ
０
０
２
Ｚ
４
２
０
８
６
８
２
２
２
Ｑ
２
２
９
Ｑ
２
２

０
４
５
８
９
２
５
４
８
２

９
９
８
５
２
４
６
１
１
５
６

０
０
０
０
８
６
４
２
０
Ｚ
６

２
２
２
２
１
１
１
１
１

５
４
８
５
７
６
２
７
１
０

５
４
５
２
０
４
４
０
１
５
５

□
■
●
●
●

２
Ｑ
２
９
８
４
５
２
０
Ｚ
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
５
４
２
５
８
１
７
９
４

％
冊
Ⅶ
Ⅶ
則
卯
酪
叩
朋
佃
皿
１
１
０
０
０
１
１
０
０
０
０

２
２
９
Ｑ
２
Ｑ
２
２
９
２
日

１１４

１２５５

１８．８６

１８５２

１７K７８

１７，８

１ＺＯ９

１４．７０

１１．５７

８．８１

６．５６

１，１２

１９１１

１９０９

１１１０

１１０９

１２０８

１９１２

１’０７

１２０６

１１０４

１１０５

］０

］

昂Ｉ２０Ｃ

］［

４０Ｃ

１１１５

１１１１

１９１１

１２１１

１２０７

１'１２

１１１６

１１１４

１'０８

１２０１

１８９５

１１１５

１１１５

１，１４

１１１５

１９１５

１２１５

１２１５

１９０８

１２０４

１９００

１８．９４

１１０８

１２０８

１１０８

１１０８

１１１５

１１１５

１９１６

１，１０

１，０５

１８．９７

１２００

１８．５０

１２０６

１２０７

１，０８

１１１２

１１１５

１１１２

１２０９

１２０５

１９０７

１２２５

-Ｐ

昂’ＺＬ

:！
－５２－



４
５
Ｗ

Ｈ
Ｍ
０
．
．
：
８
６
ｂ
Ｚ
２
１
１
４
７

２
５
５
Ｗ

Ｔ９
－－－－－－

54-Hz6０

１５９－０２０
－－－

１９

０８：５５

０９：Ｏ７

ＮＦｉ

Ｔ７lＴ５

54-095

159-280

０
０
－
０
２
２

５
０
Ｗ

１’１１
０
０
１

鯛
鵬
０
．
●
：
８
５
ｂ
（
Ｈ
２
１
１
５
８

２
５
４
Ｗ

５４－５７，

１５９－０４０
－－凸一一よ－

１９

１０：４０

１１：i６

ＮＮｍ５

７

ｂｏ

ｌ５．８

１０２２．５

２

２

４

１８

54-560

159-0,5

５４塁I50

159L-C40

54-505

159-145

54-155

159世２４０

１９

１５：５５

１４：１８

ＮＥ２

５

ｂ

ｌ５２

１０２１．５

２

１

５

２０

１９

１１：５５

１２：５０

ＮＮＥ５

５

ｂＯ

１５．８

１０２１．５

２

２

４

２２

２０

１０：１５

１０：４８

ＮＨ１

４

ｂｃ

１Z７

１０２４．０

１

１

５

１８

２０

１１：５０

１２：００
，．＿ｌｒ

Ｗ２

５

ｂｏ

１７１８

１０２５．０

１

１

４

１９

０
５

０
●

５
０
１

。
５
４

●

０
：
：
画
７
ｂ
４
２
１
１
４
６

２
７
８
Ｎ

１
０
．

２

０
０

１

１５．９

１０２１．０

２

２

５

１８

９
７
６
４
９
５
５
７
０
１
１

１
１
：
１
．
１
０
２
０
．
．
１
１
０
０
９

２
Ｑ
２
Ｒ
８
８
Ｚ
４
２
８
６
２
２
２
２
２
Ｑ
２
Ｑ
２
Ｑ
８

６
４
５
５
９
８
５
６
０

０
９
０
０
０
９
４
７
２
９

●
’
‐
↓
。
。
●
‐
●
●
●

２
８
２
２
２
８
８
５
２
Ｚ

１
１
１
１
１
１
１
１
イ
ー

１１６

１２７４

１２７７

１１７１

１２７０

１２６８

ｉ８．８１

１４．５０

１０．９５

６．７９

５．４６

１８．９

１８．９６

１８．９６

１８．９６

１１１

１１０５

１８９２

１８．５５

１２９

１２９１

１２８９

１１２５

１６２１

１４．４６

１２４０

１１．１９

２０２

６２７

１２９

１２９１

１２８９

１１２５

１６２１

１４．４６

１２４０

１１．１９

２０２

６２７

１Ｑ９，

１Ｒ８８

１，４４

１８．６７

１８．４５

１５．９１

１１．，６

１５２

８．５０

２０．９

２０．９０

２０．８４

２０．６１

１ス９５

１５．０１

１５．９０

１２．１８

１１.Ｏ５

Ｒ１７

Ｚ５５

２１．０

２１，２７

２１．２６

２１．２４

２０４５

１６．９０

１
１

４
９
５
８
０
５

０
５
８
６
７
５

１'１５

１２１２

１２１２

１２１２

１日１０

１２１５
，，、

ｑ、

１２０２

１８．９９

１８．９９

１８．９９

１２００

１２０４
１／、！

１，１０
１１

１Ｒ１６
ｉ，

i９Ｌ１０
ＪＩ

１８．９９

１
１
１
１

１１０９

１１０７

１２０８

１２１０

１，２０

１１２０

１１１１

１１０８

１２１１

１８．９７

１１０９

１１０７

１２０８

１２１０

１，２０

１１２０

１１１１

１１０８

１２１１

１８．９７

１１１５

１２１１

１２１１

１１１１

１１１４

１９１４

ｉ９ＬＯ９

１２０４

１２０５

１Ｍ５

１Ｒ１１

１２１０

１ｇｌｌ

ｌＲ１５

ＷＬ１６

１２１５

１２１０

１'０７

１ＲＯ５

１８１９

１９０９

１２０６

１２０８

１１０９

１'０６

１２０６
．，ハ

１９Ｉ０７

１１１５
．．：

１１(０６

１８．９８
：‘！

１８．９６

２
０
９
１

１
１
０
１

１８．９５

１８．９５

１１０９

１１０９

１９０６

１２０５

１９０５

１２００

－５５－



第９次昭和４６年１２月２～５日

測点番号

llI菫｡｡壇
観測月日

開始時刻 l論iiPF
囮７

５４三↓5０

１５９－０４０

４
．トー

１１：５５

１２：１５

ＮＥ５

６

ｂｏ

ｌ５．５

１０１２０

２

２

４

１８

、， Ｔ１０

54-170

159-040

４

１６：４０

１７：１６

Ｗ２

２

ｂ

ｌ２４

１０１５．０

２

１

５

｡,;5.lM1m
４

１５：１５

１３：４５

ＮＥ２

７

０

１４０

１０１１．５

２

１

４

１４

４

１５：００

１５：５２

Ｗ５

５

ｂｏ

ｌ４５

１０１２０

２

２

５

１６

鰯
・
蕊
・
・
・
１

時
風

了
向 １０：Ｏ８

ＷＳＷ５

２

ｂ

1５．７

１０１８．０

２

２

５

１５

１６：１２

Ｗ５

２

ｂ

1５．０

１０１４５

４

５

５

１６

１０：５１

８Ｅ３

８

０

１５０

１０１５．０

２

２

５

１５

ⅣトミＶＶｎｌＷ

□

」１６ｍ

１Ｚ０

－１６．９５

…１６．６８

:･'１６．５０

１５２４

１４．８５

１６．６

１６．５５

１６．５０

１６．５８

１６．１６

１６．１５

１４８０

１５．５９

１２５５

１０．６３

１７５

１７３８

１７Ｚ６

iｚ２９

１ス５２

１６．８０

１４．２９

１２１８

２８２

６．９５

６．１４

１２１１

１１０８

１１０９

１２０８

１２０８

１９１２

１２１１

１９１０

１'０５

１８９７

１８．９６

－
１

１６．９

１ス０４

１ZＯ４

１６．９６

１６．６４

１６．１２

１７L６

１Ｚ５２
ｒ、

１７(４８
．，１’

１ズ４５
、．。S

１７ｌ２０

１６５２

１４．９０

１５．５４

１２０５

８．４５

１６７

１６．１８

１５．９５

１５．８４

１５２８

１４１５

１４．１８

１５．０９

１０．９０

８．７６

ス０９

１６．９

１７，５

１６．５１

１６２５
．．’１

１６．１８

１６．１７

１５８５

１４．５２

１２２２

１２２
１．．ス

ヂ８．１２
￣丁－－

１《７１１６
１．､｣１．

１９Ｌ１０
Ｌ、ｆｊ

ｌｌｌＯ

１，１０

１９１０

１，１０

１２１０

１２１０

１９０７

１９０５

１２００

[】-【】、」ＩⅡ①

ヲ１１６．９

6.8』

6.Ｕｂｌｌ６

１４４１

１２７１

１１．５８

８６２

６．８４

１２１０

１２１０

１２１０

１２１４

１，１０

１２１１

１Ｒ１５

１２１１

１２０７

１２００

１８．９７

１５．５２

１５．４０

１０．６１

７L７９

Ｚ１８

１２１７

１２１５

１２１２

１Ｑ１４

１２１２

１１１５
『..ﾄ，

１９L１５
ケ９．

１２１(ろ

１２０８

１１００

１９１００

１’０７

１１１２

１９１２

１２１０

１９１０

１２０９

１９１８

１１１１

１２１０

１１１０

１９０９

１２０８

１２０７

１２１０

１２０８

１９１０５

１１１０

１２１１

１２１１

１２１１

１２１２

１１１４

１２１５

１２０９

１ＱＯ９

１２０９

１９０９

１１１２

１２１４
．､.」‘！

１ワＬ１４

１２１０

，．１１０１

１２１２

１１１０

１２１０

１２１１

１２１０

１'１０

１１１０

１２１５

１１０７

１２０２

１２０１

－５４－



ｉＴ１１１

’55-580

１５９－０６０

４

－１９：４５

２０：２１

Ｗ５

５

ｂｃ

ｌ５５

１０１５０

５

５

Ｔ１２ Ｔ１５

５５－５６０

１４０－０８０

Ｔ１４ Ｔ１５ Ｔ１６ Ｔ１７

54-510

159記17,

1１１８ Ｔ１９
－－－－~￣

…54-引41D

159L-5Zj5
---〒￣

５

１６：５５

１７：１５

ＷＳＷ４

２

ｂ

１５．６

１０１２０

５

２

５

１６

５３－５４０
4

151L-510

印
豹

粥
Ｈ

５
４

５４－Ｏ７５

１５９Ｌ５５５

54-220

159-515

５４頁415

159-4卯

‘４

２５：００

２５：５５

ＷＮＷ４

５

ｂｃ

ｌ４５

１０１６．０

５

２

５

０５：０５

０５：５５

ＮＷ５

５

ｂ

１５．０

１０１５０

２

２

寧障
５

０９：５０

１０：Ｏ１

Ｗ２

２

ｂ

１６．２

１０１６０

２

１

４

２５

是:二ｌ１ｉｉ:：
５

１５：１０

１５：４５

ＷＳＷ５

１

ｂ

１５．９

１０１４．０

２

２

４

２０

１５．９

１０１６．０

２

２

１６．２

１０１６０

２

１

４

２５

Ｐ

１８２

１８．１７

１８１８

１８．１６

１７L９７

１Ｚ９５

１４．４６．

１１．４２

Ｑ９０

Ｚ２４

６．４９

１Ｒ１５

ｉＱ１０

１２０９

１９１０

１２１０

Ｗし１０

１，１５

．１，０８

１１０５

１８．９９

１８．９８

１２８

１９８５

１１８７

１９７６

１１７５

１Z４０

１７１５９

１５．９５

１４．５８

１１．５７

８０６

２２．０

２２０１

２２．０４

２１．９２

２１．０９

２０．９５

１８８６

１６．５４

２１．２

２１．２７

２１．２６

２１．５０

２１．００

２０８７

２０．５２

１z５０

１５．８７

１５．４２

８
６
４
１
２
４
９
７
５
７
１
６
５
５
４
１
５
５
２
５
０

５
５
４
４
８
５
２
２
０
８
７
２
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０

２
Ｑ
Ｒ
２
８
８
８
４
ａ
２
６
Ｑ
２
Ｑ
２
只
只
Ｑ
２
ｇ
Ｑ
Ｑ

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
式
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
〈
、

６
５
２
２
９
４
５
６
９
６
０
０
８
０
０
０
０
０
７
９
６

５
１
９
Ｄ
Ｂ
６
Ｊ
６
２
４
７
２
１
０
１
１
１
１
１
０
９
９

●
●

●
●

６
６
５
５
５
５
５
２
ｔ
８
６
２
９
Ｑ
２
Ｑ
２
２
２
２
８
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１７Ｚ
；．,

１７L１９

１Z２１

１Ｚ１８

ｌ７ＬＯＯ

１５．７１

１４．１９

１２．１８
１．

．１０．２２

８．５９

６．５２

１１２４

１２１２

１２１２

１２１２

１２１１

１２１６

１２１５

１２１０

１ＱＯ５

１８．９９

１８．９４

８．２７

z１５

１１１７

１２１５

１１１５

１９１４

１２１５

１１１６

１１１４

１２０８

１’０４

１９０７

１８．９８

８．４０

ズ００

８
１
０
０
９
２
５
４

５
２
２
２
１
ワ
ー
２
ワ
一

口
只
只
Ｑ
２
２
９
２

１
１
１
１
１
１
１
！

１９１８

１１１６

１２１７

１１１７

１９１７

１２２ｉ

ｌｌ２１

１Ｍ８

ＷＭ１６

１９１１

１２０３

１，２０

１１１９

１１１７

１１Ｍ７

１２１７

１２１７

;１１１６

１２１７

１２１８

．１２１５

１１２０

１２１６

１，１６

１２１９

１２１６

１２１５

１９１５

１２１０

１１０４

１８．９９

１８．９９

－５５－



第１０次昭和４７年１月８～１０日

側点番号

:[歪二：
観測月日

開始時刻

終了時刻

風向。風力

雲曇

天気

気温

気圧

波浪

うねり

水色

透明度

水深

Ｔ４ 、1５ Ｔ１４

55-550

159-510

１／，

０１：４５

０２：２５

Ｎ回る

Ｔ１２

５５戸465

１５１－５１０

１／，

０５：００

０５：５７

ＮＨ２，

妬
犯
一
０
０

Ⅲ
碕
州
／
；
：
Ｅ
３
ｂ
５
２
４
５
４
７

四一割『
ん
氾
朽
班
５
ｂ
ａ
２
５
５
４
１

.Ｔ１０

５４－:l7D

159~０５０

１／９

１．１：５５

１２：o５

ＮＥ２

４

ｂｏ

ｌ３４

１０２７ｎ

２

１

４

２９

Ｔ２

54-210

159-51.0

１／８

Ｍ：５０

１２：Ｏ８

ＮＥ５

４

ｂ０

１１．６

１０２６．０

５

２

４

２０

、
印

州
Ｈ
５
５

０
０

８
２

０

４
８
８
５
５
５

ｏ
０
８

縄
兜
／
・
・
・
・
Ｅ
４
ｂ
ｔ
２
５
５
４
０
５

５
５
１
９
９
Ｎ

１
’
０

２
７

１
０
０

１

ｌ／８

２２：２５

２５：１２

Ｎ124

１／８

１５：２５

１５：５６

ＮＥ５

．４

ｂＣ

ｌ２．９

１０２６．０

２

２

４

１５

ｂｃ

ｌ２７

１０２７１５

４

５

ｂＯ

１２．５

１０２ス０

５

２

『ｂｃ

ｌ２７

１０２６．５

２

２

１２９

１２９９

２０．０１

１２９８

１２８２

１Ｑ１２

ｉＱＯ７

ｍＺ８６

１５．６１

１１．５８

２０．６１１４

１２４０

１２５５

Ｗ５５

１１１８

１８．６８

１７L２７

１６．１７

１４．５４

２０．５ ２０．２ １，９

１１９５

１１１７

１２９６

１２９９

ｌＲ９２

１Ｑ５１

１１Ｚ１８

１８．１ ２０．５ １２６

１２４９

１７，４

１６．８１

１６．５０

１４．９２

１４．７７

１５６５

i２４８

ｉＲ７９

０ｍ

２０．５８
●

２０５６

２０．６５１０〃 １８．１４ ２０．５６ ２０６５

水 ２０．５７ ２０．６５１８．１５ ２０．５９２０〃

２０．６８２０．６０ ２０５９５０７ １８．１２ ２０．６７

２０．５０ ２０．５１５０入 １８．０７ ２０．１７ ２０．５６

１９７５７５〃 ２０．０５ ２０．１９ ２０５５

１８．４２ １２１４ ２０．１９１００〃 ２０．５５

１８．４８１５０〃 １８．５９ １２８６１９%９２

温’２００〃 １Ｚ６６ １６．６９ １４５６１８．０８

５００〃 １５０９ １５．５９ １６．１５ １０．９１

４００〃 Ｚ５７ １５．８７ １２．７２ １１．９４ 8．４５ 6．７８

１１２０ １２１７ １，１６ １２１８０ｍ １２２２ １Ｑ２６ １，１８ ﾄ１２２１

１，２１

，１２１９

，１Ｒ１８

１１２１

１２２１

１２１７

１２１４

１Ｒ１５

１９０６

１２０２

１２２０

２１４

２１４

１０〃 １１１ １１１４ １２１６１１１８ １２２０ １２１７ １，１６

Ｕ
【
７
Ａ
】
〃
曰

塩
素

１２１６２０〃 １２１ １２１５ １日１７ １，２０ １２１７ １１１７

５０〃 １２１ ２１４ １９１１４ １Ｒ１５ １２１７ ｉＱ２１ １１１７ １，１７

’１５ １２１５５０〃 １２１ １２１５ １Ｑ１６ ｉ９２０ １１１７ １２１７

７５〃
も

２１４ １Ｒ１５ １，１６ １１１５ １１１７１２２０ １２１６

１００〃 '１４ １２１５ １２１５ １２１７ １Ｍ，１２２４ １２１８

’１６ １２１５１５０〃 １２１５ １１１６ １２２６ １２１６ １？１６
●P

１Ｒ１６量’２００〃 １１９ １２１２ １，１７ １'５１ １９１６

５００〃 ２０９ １９L18
LO①

1９１４

１２２５ １１１９ １１１１

２０１４００〃 １’１５ １２１１ １２１７

５６



Ｔ１ Ｔ１９

５４閂410

159-555

1／1０

０４：５０

０５：０５

Ｎ２

1１６１Ｔ５１Ｔ１６ 一Ｔ１７

５４－５１５

１５９－４８５

Ⅲ７一
加
如

加
川
剛
川
２
ｂ
５
２
２
１
５
９

鯛
脚

Ｔ８

54-515

159-485

１／1０

０１：０５

０１：４０

Ｎ２

５４－zll5

159L455

５
旧
一
０
２

側
聞
加
川
川
Ⅷ

54-575

159L-１００

１／，

１８：０５

１８：４０

Ｎ、２

54-505

159~145

１／，

１９：２０

１９：４５

ＮＨ２

印
弱
《
５
５

０
４
６

〃
巧
巧
皿
５
ｂ
２
５
１
１
５
６

出
川
刀
蒟

Ｈ
Ｈ

５
５
１

１／１０

０２：４５

０３:18

Ｎ;２

１／，

１５:、０

１５：５７

ＮＨ２

２

ｂｏ

ｌ２２

１０２ｄｏ

２

１

５

２０

ｂＣ

ｌ２．０

１０２５．０

２

１

ｂｏ

１４．０

１０２５０

１

１

ｂＣ

１５．１

１０２５．０

１

１

ｂｃ

ｌ２５

１０２６．０

１

１

ｂｏ

１５．５

１０２５．０

１

１

ｂｏ

ｌ２４

１０２６．５

１

１

１Ｑ２

１９０７

１２０９

１８．９２

１８．５５

１８．１８

１ス６４

１５２７

１５．５９

口９８

ズ９９
－デーF￣

↑’１９

１１１６

１１１６

１２１５

．１９１５

１２１６

１，１７

１，１６

１２１４

１，０６

１１０２

９
５
１
５
４
１
８
６
９
７
’
９
７
７
７
６
６
６
７
０
１
５

４
４
５
５
５
４
５
１
２
６
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
０

０
０
０
０
０
０
０
２
６
２
９
２
Ｑ
２
Ｑ
Ｑ
２
２
Ｑ
２
９
２

２
２
２
２
２
２
２
１
１
１

１８．０

１８．０７

１８０２

iＺ９ｎ

ｌＺ８６

iｚ７４

１Z５５

１６．６０

$１４．４０

Ｒ７６

ｚ００

１１１８

１，１７

．１Ｍ７

１２１７

１２１７

１１１７

１１１７

１２１６

１１１５

１２０６

１９００

1８．７

１８．７２

１８．７１

１８．４７

１ス２４

１７LＯ７

１６．８６

１６．００

１５．１０

１２．４０

１０．４４

１８．８

１８８６

１８．６２

１８．４７

１８．５８

１ス５４

１z２２

１６．８９

１５．７８

０
７
７
〈
７
０
，
８
８
，
８
８
０
５

皿
、
加
川
Ⅲ
仙
旧
、
価
Ⅱ
８
２
１
１
１
２
１
１
１
１
１
０

５
２
２
０
５
０
４
５
６
２
１
２
９
２
Ｑ
２
２
２
只
只
只
只

１６９ｉ

16.,8

１６６，，

１７，０

１Z０５

１６８６

１６．６５

１５．５６

１５１４

１ｔ９８

ＴＺ４

１Ｚ５４

１Ｚ４２

１Ｚ１０

１６．９５

１６．１４

１９７１

１２８５

１２７４

１８．９１

１８．５２

１８．００

１Z６９

１６．５８

１１３６７

１２１０

１，１．４８

１２２２

１２２５

１２２１

１１１９

１Ｒｉ７

１２１６

１，１８

１１K６

１９１６

１２１１

ｌＲ１７

ｂロ

ミ

１２１９

１．２１６

１２１４

１２１４

１２１５

１２１６

１９１６

１１１５

１２１４

１９１１

１２１６

１２１５

１２１４

１１１５

１２１５

１２１６

１Ｍ６

１Ｍ５

１Ｍ１

１２０７

１２２０

１２１６

１１．i７

１２１７

１２１７

１９１６

１２１６

１２１５

１Ｒ１５

１Ｒ１Ｔ

１２２２

１２１５

１１１５

１２１６

１１１７

１２１５

－５７－



第１１次昭和４７年２月２４日、２５日、５月２日

測点番号

:]Z窪
観測月日

開始時刻

終了時刻

風向・風力

雲量

天気

気温

気圧

波浪

うねり

水色

透明度

水深

Ｔ１９１囮１８ ’５５ ５
５

御
Ｈ

Ｔ

Ｔ１５
－－

，巽窒

Ｔ１５ Ｔ１２

５３ョ466

159－ろ1，

Ｔ１１

53-585

159-125

２５

０６Ｍ５

０７：２０

ＮＮＷ４

２４

１４：４５

１５:27

Ｗ２

５

ｂｏ

１０８

１０１１．０

２

１

４

１９

２４

１１：０５

１１：４２

ＮＢ２

９

０

８．９

１０１５．０

１

１

５

１７

２４

１２：５２

１５：２７

ＮＥ３

７

ｂｃ

ｌ６

:１０１１．０

２

１

５

１８

２４

１６：４０

１７：１５

Ｗ４

５

ｂｃ

Ｒ６

１０１１．０

５

２

５

１６

２４

１８：５５

１９－５１

ＷＮＷ４

５

ｂｃ

ｌＯ５

１０１２０

３

２

２４

２１：２０

２１：５７

Ｗ５

２５

０２：００

０２：４１

ＮＷ４

Ｈ
Ｌ＿」

０

１０．５

１０１５．０

４

５

欠 ４１８

ＬｊｌｂＪＵＦｌｌＯ１ｒｍ/L[］

１６２

１６２４

１６．０８

１６．００

１５．６６

１５．０７

１４．９２

１４．５１

１５．０１

１０８９

８．７４

１６．８

１６．９６

１６７８

１６５０

16.12

16.08

15.27

１４８７

１２．１９

１０．５４

８６５０

１６．７

１６．９０

１６．７５

１６．５４

１６．２５

１５．９５

１５．５２

１４．１７

１２．５９

１０６５

８１２

１６２

１６９１２

16.10

16.10

15.54

１５．５７

１５．１４

１５．５２

１５．８５

１１．４５

９４５

１８．５

１８．４５

１８．４１

１８．４６

１８．４２

１８．５０

１８．１０

ｌＺ０５

１６．６６

１４６８

１０．５９

ilUI

０
４
７
０
０
６
０
４
０

１
４
４
５
４
４
５
７
１
４

２
Ｑ
２
日
日
２
２
８
Ｚ
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０７７２

１０〃

２０〃

５０〃

５０〃

７５〃

１００〃

１５０〃

２００〃

５００〃

４００〃

ヌ５４１１，０

水 え４Ｚ’１８．９８

２４１１Ｔｇｎ

２４１１１８．９

１２４５

１８．８６

１８．５７

１６．４１

１４．７２

１，０７

１，０４

１２０５

１２０４

１９０５

１２０６

１２０８

１２０７

１，１０

１２０７

１１０２

１８．７２

１７１２５

１４．６５

１５．４６

１５１

１１０６

１２０４

１１１１

１２０６

１１０５

１１０２

１２０４

１２０８

１，０５

１８．９６

１８．８２

温

１２０１

１８．９７

１２００

１８．９８

１８９６

１８．９８

１８．９５

１８．９５

t８９１１

１８８７

１８８５

１，０２

１２００

１８．９９

１８．９９

１８９７

１８．９７

１８９５

１８１４

１８．８９

１８．８５

１８．８１

１２０２

１９１００

１８．９９

１８．９８

１２０２

１８．９６

１８．９７

１８．９４

１８．９５

１８．８６

１８．８４

１９００

１８．９８

１８．９８

１８．９８

１８．，７

１８．９７

１８．，８

１８．９５

１８．９２

１８．８７

１８．８５

０，

１０"

２０〃

５０〃

５０〃

７５〃

１００"

１５０〃

２００〃

５００〃

４００〃

２
５
２
４
，
２
４
８
５
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